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はじめに

佐渡ほ絶海の孤島である。本年度は「島暁の考古学」をテーマに学部・大学院のゼミを

行ってきた。海は外からの文化の伝播を阻み、内なる独特の文化を醸成させる0その－方

で遠隔地との変易・交流を船を使って可能にさせる。その独自性と共通性を考古資料から

探り、佐渡と越後側をはじめとする本州島、その他の地域との交流や佐渡固有の地域的特

性を検討してみたい。

このたび、2002年6月29・30日、7月1日および8月9－11日の2回にわたり佐渡の分

布調査を実施し、僅かでほあるが表面採集資料を得た。また、1999年11月、佐渡へのゼミ

旅行の際、両津市平　兵山氏より遺物の寄贈を受けた0小論でほそれらの資料と、過去に

新潟大学医学部第一解剖学教室が受け入れた人骨資料に伴い所蔵されていた佐渡関係資料

とを、関係者の御高配の下忙整理して資料の共有化を因ろうとした0

調査経過

6月29日　新穂村歴史民俗資料館、金井町堂ノ貝塚、佐和田町佐渡博物館、小木町小木考

古資料館・長者ヶ平遺臥相川町台ヶ鼻古墳見学

30日　相川町相川郷土資料館、畑野町三宮貝塚、真野町下国府遺臥佐和田町佐渡博

物館、秦野町大須・ケラマキ古墳群・藤塚貝塚見学

7月1日　相川町船窪岩陰遺臥両津市開合民館前製塩遺跡・せこの浜海蝕洞穴遺跡見学

8月9日　新穂相計良勝範氏宅訪問、真野町佐渡国分寺発掘現場見学、小木町小木考古資

料館見学

10日　畑野町三宮玉作遺跡表面採集、新穂村歴史民俗資料館見学、羽茂町番匠畳敷遺

跡・赤泊村柳沢製塩遺跡分布調査

11日　畑野町三宮玉作遺跡補足調査、畑野町猿八・両津市赤玉石材調査、両津市榎田

遺跡分布調査
（橋本　博文〕
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丸 常 軌

台のA

1長者ヶ平遺跡(小木町)

2 堂ノ貝塚(金井町)

3 番匠屋敷遺跡(羽茂町)

4 三宮貝塚(畑野町)

5 榎田遺跡(両津市)

6 三宮遺跡(畑野町)

7 柳沢遺跡(赤泊村)

8km

｣=土=∃

(1/300,000)

第1図調査遺跡の分布図(九学会1963)に加筆
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渡･越後文化交流史研究

1 )小木町長者ヶ平遺跡

1.研究略史

遺跡の概要

長者ヶ平遺跡は新潟県佐渡郡小木町大字金子新田126- 2番地他に立地するo小木半島の

ほぼ中央部に位置し､半島を構成する丘陵の最高所部に占地するo標高は174-176mを測

り､海岸までの最短距離ほ1.4km｡北西から南東-下る緩傾斜地で､その両端の比高は4m

を測る｡現状は畑地となっている｡

本遺跡の存在は早くから知られていたが､ 1965-67年の小木町教育委員会による発掘調

査において遺構と多量の遺物が検出され､報告書を出すには至らなかったものの､改めて

遺跡の重要性が認識された｡

そして1980年より4ヵ年に亘って､小林達雄氏を団長とする長者ヶ平遺跡発掘調査団(以

下調査団と略す)による遺跡の確認調査が行われた｡全体として､遺構は耕作による摩演

が激しいものの､土器や石器などの遣物量は膨大で多様性に富んでいる｡一連の調査によ

り､本遺跡ほ縄文時代中期中葉を主体とする大規模な集落であることが明らかにされた(長

者ヶ平遺跡発掘調査団1981-1984)0

遺構

調査団による発掘調査で､住居地は総数6棟が検出されているが､いずれも楕円形のプ

ランを呈する竪穴住居地である｡これらは丘陵最上部の堆積土が最も薄い地帯に設営され

ているため､耕作による撹乱で保存状態は概して良くない｡住居虻の規模ほ､長軸10m､短

軸6.4mの大形のものから､直径3m程のものがあり､埋襲や配石をもつ住居虻も確認され

ている.また､住居虻とは別の配石遺構も発掘されている.これほ径約3.5mの環状にめぐ

る列石を基本とし､それぞれの列石がさらに連鎖状をなすものと考えられる｡袋状土坑を

含む多数のピットも検出されている｡土器捨て場と考えられる窪地や､時期不明の滞状遺

構も発掘されている(長者ヶ平遺跡発掘調査団1981-1984)0

遺物

長老ヶ平ではかなり古くから表面露出の遺物が認識され始めたようで､明治22年発刊の

『佐渡誌』巻之15､物産の萌にほ､石銭･石斧の記事が石鉄を用いた地元の人々の条稚に

関する記述と併せて見出せる｡昭和初期から長らく､遺跡の表面採集や試掘が地元の研究

者や愛好家などによって盛行したが､記録･整理･保存はなされず､遺物は散逸の一途を

たどった(長者ヶ平遺跡発掘調査団1981).しかし1958年､本間嘉晴氏と椎名仙卓氏により､

これらの散逸した遺物の整理が遺跡の踏査とともに行われ､その成果が『南佐渡』におい

て報告され､初めて本遺跡の概要が明らかとなったoその後発掘調査が行われ､膨大な量

の遣物が検出されている(小林･青木編1983)0
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① 土器

長者ヶ平遺跡発掘調査団により､膨大かつ多彩な土器が検出されている｡出土土器ほ

縄文時代の前期末葉から後期初頭までが中心的であるo主要なものでは､前期末の十三

菩提式期から､中期前葉の集合沈線文系の土器､また島内で｢長者ヶ平式｣と呼称され

てきた新保･新崎式土器､中葉の馬高式を経て､後葉の藤塚式､さらに僅かではあるが

三十稲場式も確認されており､本遺跡が非常に長期に亘り連続していたことを物語って

いるoこのような時間的多様さに加え､東北地方北部を中JL､に分布する円筒土器様式や､

東北地方南部を*)bとする大木式土界等､離島でありながら他地域の土器もかなり流入

していたことが窺える(池田1985､小林･青木編1983)0

② 石券

石器も同調査団によって非常に多く検出されているo時期的には縄文時代中期全般に

わたるものが大半であるo調査団による発掘では､石器の中で最も多いものは､石皿､

磨石､蔽石の類で､次いで石槍､石錐､不定形スクレーパーが多く見られる｡古い遺物

としては､東北地方の縄文時代早期に普遍的に見られるトラソシェ様石器に類似するも

のが発掘されているo原石は､島内産の黒曜石や鉄石英､玉髄､チャートなども使用さ

れてはいるが,対岸に位置する姫川のヒスイや､和田峠の黒曜石も同じく使用されてい

ることが分かっている(小林･青木編1983､土橋1999)0

この他に､表採資料の中に重要なものが含まれている. 1981年に小木町教育委員会に
寄贈された本遺跡の表採資料中に､縄文時代草創期に位置づけられる有舌尖頭器が存在

し､また草創期以前の遺物として､本遺跡では杉久保型の系統に属すると評価されるナ

イフ形石器一個が報告されている(本間･椎名1958､小熊･立木1998)0

③ その他の遺物

土偶･土製耳飾等の各種土製品の他､決状耳飾･ヒスイ大殊･垂飾などの装身具や土

器の獣面把手､石棒などがある(小林･青木編1983)0

2.遺物の分析

土器(第2囲1-16･第1表1-16)

2002年6月30日の踏査で表面採集された資料のうち､
19点を資料化した｡土器の観察結

果は第1表にまとめたoここでは,採集した土羊を時期別に分類し､その特徴について述べる｡

① 中期前葉の土器

今回表面採集した土券の中で最も多いo中期前葉の土器は新保･新崎式に類するもの

とされ､整理No･3･4･5･6･7･8がこの時期に当たると考えられるoNo.3･
7･

8は､半裁竹管による半隆起線文を描きその中に連続爪形文を施すものである｡爪形文

ほ人の爪によるものであろうoこれらの資料は口経と平行に数粂の沈線を伴い､あるい

は縄文を伴っているo No15ほ半隆起線によって仕切られた区画内に細かい格子目文を施

したもので､新崎式の深鉢の文様と一致するo No･4 I 10は口縁に数粂の沈線が平行する

ことが新保･新崎式に類似するが､ロ縁部の形状が特徴的である｡
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第1表 長者ヶ平遺跡土器観察表
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適物

No.
糖種 外面 内面

胎土
焼成

色調外面
色調内面

釦位
凍存串

口径
底径
孜存高
器厚 備考A B C D E F G

1 単節LR縄文 △ 不良
淡黄2.5Y8/4
灰白5Y7′2 胴部

3.5

1

2
竹管文○ヘラ
描き平行細文 -ラケズリ 良好

灰白7.5YR8/2
にぷい棲7.5YR7′3 胴部

2

06

8
半隆起線文.
連続爪形文 良好

黄灰2.5Y4′1

にぷい貴2.5Y6′3 口綾部
19 2.6

08

4 沈線文 △ 良好 にぷい黄櫨10YR7/4
にぷい黄健10YR7/4 口録部

2.6

07

6 深鉢
半隆起線文o
格子目文

△ ○ 良好
淡黄乙5Y8′3
淡黄2.5Y8′3 口綾部

5.6

086

6 深鉢 半隆起線文 ○ △ ○ 普通
灰褐2.5YR5/2

灰褐2.5YR5′2 胴部
3.2

1

7
半隆起線文○
連続爪形文

△ 良好 浅黄2.5Y7′3
洩黄栓7.5YR8′4 口縁部

18 2.6

07

8 深鉢
半隆起線文Q
連続爪形文o
単節RL縄文

△ 普通
浅黄2.5Y7′4
浅黄2.5Y7′4

胴部
3.9

0.85

9 深鉢 半隆起線文 ○ △ △ ○ 良好
にぷい栓5YR6/3

にぷい黄橡10YR7/3
胴部

2.1

08

10 沈線文 △ 良好
浅黄権10YR8′4

浅黄棲7.5YR7′6 口綾部
2.5

08

ll 深鉢
平行沈線文Q
撚糸圧痕文

○ 普通■
にぷい黄2.5Y6′4

にぷい共棲5YR5′3
胴部

2.9

09

12 深鉢 平行沈線文 △ ○ 不良
灰褐5YR5′2
D宗, 胴部

0.85

1

13 深鉢 撚糸文 ○ △ △ △ 良好 浅黄2.5Y7′4
淡紫2.5Y7′4 ロ操跡

2.6

085

14 深鉢 撚糸文 ○ 不良
にぷい櫨7.5YR7/4

黄灰2.5YR6/2
胴部

6.4

1

16 撚糸文 ○ ○ 不良
暗赤灰2.5YR3′1

にぷい共棲10YR7′2
胴部

4.6

1.1

18 深鉢 R柵節縄文 ○ ○ ○ △ △ 督i虚
灰白10YR8′1
灰自7.5YR8′1 胴部

乱8

0.85

胎土凡例 A石英･ B長石･ C柵石･ D角閃E･ Eチャート F相鉄軌G鼎賓母 (単位はcm)

〟
4

管_L.:_I.:

第2園 長者ヶ平遺跡土器実測図
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② 中期中葉の土器

No･9がこの時期に当たると考えられるoいずれも馬高式で､券面を粘土紐による隆帯

文で埋める王冠形土器ではないかと推測されるo

③ 中期後葉の土希

No･11 ･

12がこの時期に当たると考えられるoいずれも佐渡独自に発達した様式とされ

ている藤塚式に分類されるo No･11は券面全体に矩形(逆三角形をモチーフにした)の沈

線を施した土器と考えられるo沈線を措くのに先行して､撚糸文を施しているo
No.6も

No･3と類似する平行沈線が措かれているが､さらに沈線の間に撚糸圧痕文が施されてい

る｡

⑥ その他

No･ 1ほ単節LR縄文が全体に施されており､前期段階の土器と推洩される｡No.2ほ器厚

が約6mmと薄いo竹管による平行線が措かれており､中期初頭の土器と考えられる｡
No.13

ほ口縁に至るまで撚糸文が施されているo No･14 ･

15ほ撚糸文だが､ No.14ほ撚糸文が複雑

に交差しており､ No･14は原体を強く押し付けているo No･16ほ珍しい無節縄文が施されて
いるo

石器(第3図1-16･第4園17-28･第2表1-28)

2002年の騰査で､石器･石核･フレーク等が多数採集されたが､このうち14点を資料化

したoまた､本学旭町学術資料展示室所蔵の石器や未製品18点についても資料化した｡

① 石錬

17点表面採集されたo全長20mm前後の比較的小型なものが多いo石材は､玉髄製47%･

黒曜石製29%･鉄石英12%､頁岩､チャートが各6%の割合になっている｡
No.4 ･18･

ll ･ 13は基部が､ N㍍=ま刃部が欠損している｡基部が大きく欠損しているNo.18以外は､

基部が凹形に加工されているのがわかる｡
No･11の基部に柄が見られる他は､すべて無柄

であるo主要な石材は黒曜石と玉髄であるが､この2材によって､調整の形態は全く異

なっているo黒曜石製の石錬は､はとんどが細な調整を施され､概ねシンメトリックに

整形されているoこれに対し玉髄製は剥離面が広く､比較的粗い整形となっていること

がわかるo Ⅳo･7 ･ 9
･11･12をみると､片面は粗剥離面をはぼそのまま使い､もう片面

を僅かな調整で巧みに石鉄の形に整形していることが窺えるo複数採集されたのはこの

2材だけであったが､各々の素材に適合した調整をしていたことが窺える｡

またNo･14-17は､粗割りされた素材を加エするにあたり､石銭としての機能を有する

に至らない段階で加工が終了したもの､いわゆる｢未製品｣として分類した｡しかし､

未製品と処理される石券の中には､製作途中の失敗で完成が不可能となった､所謂｢失

敗品｣が相当数存在するとの阿部朝衛氏の指摘がある(阿部2001)oここでは阿部氏の指

摘をもとに､ Ⅳoユ4-17の｢未製品｣資料について若干の検討を試みる｡阿部氏は｢未成

晶｣を抽出するにあたり､石銭と矢柄との捷着材であるアスファルトが､基部に付着し

ているか否かを主要な基準としたoしかし､今回扱う石掛こ､明確なアスファルトの付
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第2表 長者ヶ平遺跡石器観察表

rmmは
遣物No. 種別 石材 長さ 描 厚さ 盲さ 欠損部位 備考
1 石鍍 黒曜石 18 EEl 5 081

E7

2 ー:Jll-i 黒曜石 17 18 8 1.52
3 石鮭 黒曜石 向 15 El 0.86
El 石鍛 黒曜石 13 17 6 0.84
5 右舷 黒曜石 21 14 4 0.89 刃部
6 石鍍 玉髄 向 14 5 1.15 基部
7 -::I-,; 玉 20 19 4 1.02
8 石 玉髄 17 14 4 0.68
9 石嫉 玉齢 17 14 4.5 0.58
10 一‥｢.:-I., 玉齢 24 19 5 1.88
Eg 石嫉 玉 26 19 6 2.52 基部

12 石嫉 チャート Eq EEl 3 0.37
13 石鮭 玉 26 18 5 2.16

14 石般 鉄石英 29 23 7 4.22 兼成晶
15 石鮭 鉄石英 34 24 10 7.6 東成晶
16 石鮭 貫岩 26 ● 6 2.52 東成晶

17 石嫉 玉髄 30 26 12 8.46 束成晶
18 ri皇岩 玉 47 23 16 12.92
19 細石刃? 鉄石英 12 6.5 2 0.06
20 細石刃? 鉄石英 13 7 1.5 0.17
21 細石刃? 鉄石英 12 E] 1.7 0.15
22 田t頭■ヨ 玉 17 10 4 0.68 基部.刃部
23 石錐 玉肪 39 20 8 5.42

24 石錐 玉髄 ■38 23 9 5.5
25 磨石 安山岩 101 72 37 404.7
26 石斧 蛇紋岩 38.5 45 20 59.44 刃郁

27 石斧 安山岩 72 S9 18 125.6 刃部
28 石斧 蛇紋岩 34 48 10 21.18 刃部

く=>

-爪

…
川V

ハ
糾
州
川
u
〓

⊂⊃ 8

く=○> 10

渡･越後文化交流史研究

第3園 長者ヶ平遺跡石器実測図1
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着は見られなかったため､基準が不明確であるという誹りを免れ得ないが､資料の厚さ･

重量が大きく､明らかに石鉾としての磯能を有しないものを抽出した次第である｡

No･14は､片面に広い凹みがあり､これは粗剥離の段階で生じたものと考えられる｡そ

の後刃部の調整は行われたが､基部を凹形に加工する段階において中途で調整を放棄し

た痕跡が認められる｡粗剥離段階での失敗により片面が変形し､それが石鋸の機能に無

視できない欠陥をもたらすと製作者が判断して製作が中断されたのであれば､これは失

敗晶と評価することができようo

No･14･ 15は鉄石英を石材としている.切っ先と基部とを結んだ中軸線からみると､一

方の刃部の加工は成功し通常の鋭さを得ているが､もう一方の刃部はかなり切り立って

おり､調整で鋭さを得るのは難しいと思われる｡それ以上に基部の厚みが大きすぎ､厚

みを減らし､且つ凹基に調整するのは不可能であろう｡完成品になる余地は無く､失敗

晶と言わざるを得ない｡

No･16は全ての刃部になるべき辺が大きく切り立っている｡観劇離段階の失敗品と評価

できる｡

No117は､形状から石銀製作のために粗剥離されたと考えられるが､剥離の際に大きく

全体が湾曲してしまっている｡これでは石錐の素材にはならないため､何の調整も施さ

れずに廃棄されたと考えられる｡

以上の結果､あさひまち展示館所蔵の石錬｢末製品｣はいずれも失敗晶であって､完

成品に加工されるべき素材ではなかったと考えられる｡

② 磨石

1点採集されている(No.25)｡安山岩を石材とし､両面に磨痕がある.

③ 磨製石斧

3点採集されたが､いずれも擦切痕は不明瞭である｡これらは､両側縁が刃部に向かっ

て広がり､側線が直線的であるという点で共通している｡

⑥ その他

石錐の破損品と思われる石器が1点(No.22)拾われている｡縄文時代後期に見られる

有柄石錬の破損品の可能性もある｡

また､細石刃の形態をもつ剥片が3点採集された(19-21)c いずれも鉄石英を石材と

している｡剥離面が完全にある程度平行だが､微細剥離の剥片である可能性も捨てきれ

ないo鉄石英を用いた細石刃は､鹿児島県知覧町登立遺跡に類例があるQだが､佐渡島

内においては細石刃の確かな出土例はない.

3.小 結

長者ヶ平遺跡は､すでに調査団によって4次にわたる発掘調査が行われ､その概略は研

究史で述べた｡同調査団によって発掘された遺物量は膨大であり､今回の調査で確認され

た少数の遣物群は､はとんどがその中に包含される｡ただ､細石刃に類似する石器につい

ては､佐渡では確実な出土例がない旧石器時代の遺物である可能性がある｡また､調査団

- 9 -
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の報告では触れられていない｢未製品｣の分析も､分析対象の資料の絶対数が不十分でほ

あるが､僅かながら足がかりを掴めたかと思うo本遺跡では戦前から表面採集や非学術的

な発掘による資料散逸という問題が付きまとっていたが､ここに本学の表面採集資料公表

の機会が与えられ､あさひまち展示館の展示と並び､一定の意義を見出すことが出来よう｡

(川村崇公)

2)金井町堂ノ貝塚

はじめに

新潟大学考古学研究室では2002年6月29日に､金井町堂ノ貝塚において表面採集を行っ

たo ここでは､その際に採集された資料について報告を行うo また､ 1969年に発掘され､

新潟大学医学部に保管されていた堂ノ貝塚第4号人骨に伴って出土した土器についても分

析を行い､さらに発掘後に刊行された報告書(金井町教育委員会･佐渡考古歴史学会1977)

に記載されている資料との比較･検討を行うo

1.研究略史

堂ノ貝塚は佐渡郡金井町大字貝塚474番地を中心に所在し､国仲平野の大佐津山地よりに

ならぶ標高約16mの舌状台地の先端に位置している｡古くから貝層が露出し､縄文時代中

期のサドシジミを主体とする主淡貝塚として研究者に知られ､また大字名の起源ともなっ

た著名な遺跡であるo明治の中頃より､一部研究者による小試掘が試みられ､ 1920 (大正

9)年に鳥居龍蔵が三宮貝塚を訪れた際には､貝塚が｢此の付近､地名の貝塚と云う所に

もあります｣ (鳥居1926)と堂ノ貝塚について触れているなど､古くからその存在が研究者

に知られていたo 1937 (昭和12)年には斎藤秀平により｢大字貝塚 海抜百米以下､洪積

層の地で､縄紋土器及び石器を出すo｣と紹介されている(斎藤1937)o

1958 (昭和33)年には本間嘉晴･椎名仙阜が出土資料の編年研究を行っている(本間･

椎名1958)｡本間･椎名両氏は､堂ノ貝塚を周辺の貝塚から後期主体の貝塚とし､資料には

一部中期初頭､前期末葉に遡るものも混在しているとする.また､資料の中には関東地方

における下小野式1)に類似するものが存在するとしている｡

1969 (昭和44)年には金井町教育委員会による発掘調査が実施され､同年には調査の概

要が報告されており(金井町教育委員会1969)､馬高､藤塚両式が見られることから縄文時

代中期全時期の遺跡とし､その中心札罵高式の終わりから､加骨利E式の中頃としている.

発掘調査の詳細については1977 (昭和52)年に報告されている(金井町教育委員会･佐渡

考古歴史学会1977)o土幕の年代としては､ Ⅰ
-ⅠⅡ期の区分を想定し､第Ⅰ期が中期前葉､

第ⅠⅠ期が続く第ⅡⅠ期の前臥第ⅠⅠⅠ期が馬高以前の中期前葉とし､その中心は第Ⅰ期の中期

前葉としているo土器以外の出土遺物としてほ､無柄石鍍･石槍･石錐･縦形石匙･打製

石斧･磨製石斧･敵石･凹石などの石器類と鋸･尖頭器･鹿角製板状有孔垂飾･円盤状有

孔垂飾･ ｢海獣｣歯牙製三孔垂肝'などの骨角器が出土している｡遺構としては､墓坑､土

坑､立石状の遺構が確認され､また墓坑などからは屈葬状態の埋葬人骨及び幼児骨が計8
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進物

No.
糖種 外面 内面

胎土
焼成

色調外面

色調内面
部位

襖存率
口径
底径
発布甫

巻尾
備考A ち C D E F G H

1 深鉢?
横位の半隆起
線文上に爪形
文

△ ◎ △ 良好 にぷい黄櫨10YR7/4
明衆褐10YR7/6

口録部?

2 深鉢 横位の沈線文 ◎ △ 普通 にぷい黄穫10YR7/4
黒褐色10YR3′1

口録部 5.3

1.2

3 深鉢

ロ線部に突帯○

口線都.頚部に
横位の半隆起
線文胴部に ◎ ○ ○ 不良

栓7.5YR7/6 口-底 16.6 16.2 口綾部付近の内
○

RL縄文○縦位
の沈線文○底部

に簾状圧痕

にぷい共棲10YR6/4 3′4周 8.7 1 面に媒が付着

胎土凡例 A石英, B長石. C輝石, D角閃石, Eチャート F褐鉄鉱. G最雲母, H梅錦骨針 (各単位はcm)

土器1

琶≡慧顎遜

真美:;

I
:
t
l
}
‥
J
(
)

胤戚戯爪m刑W川川uY

(土韓1-3 S-1/3)

0 5cm

! !
･二=;i

(石韓1 S==8/5)

5cm
L-∴‥..____. 】

第5図 堂ノ貝塚表面採集遺物及び発掘出土遺物実測図
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体分検出されている｡

2.遺物の分析(第5図)

表面採集の結果､土器片2点､石器1点､その他小石核･剥片煩27点を採集した｡この

うち資料化が可能である石器1点について分析を行った｡また､ 1969年の発掘において第

4号人骨と伴って出土した土器片については､底部片6点､胴部片10点､口縁部片2点､

その他部位不明の細片5点の整理を行った.このうち底部片4点､胴部片4点､口縁部片

1点､細片2点が接合でき､同一個体と認められた｡分析を行ったものは､前述の接合で

きた資料と他2点である｡これらのうち､まず土器の分析から述べていくこととする｡

1は深鉢の胴部片と見られる｡ 2粂の半裁竹管による横位の半隆起線文上に同じく半裁

竹管で爪塑文を施す｡半隆起線文を施す際の両側の沈線が連続しており､半裁竹管による

押引き文ではないことが分かる｡小破片のため詳細に述べることほできないが､本遺跡の

発掘報告書(金井町教育委員会･佐渡考古歴史学会1977)に類例が見られ､縄文時代中期

前葉とされているoまた､長者ヶ平遺跡の報告書(小木町教育委員会1981)に類例が紹介

されており､縄文中期前葉の新保･新崎式の土器に比定できる｡

次の2､ 3は文様及びその施文位置や施文具が類似している｡ 2は深鉢口綾部片である｡

やや外湾し､外面には半裁竹管による横位の半隆起線文が6粂施きれている｡施文の方向

は不明である｡半隆起線の断面はやや角張った様子となっている｡ 3は深鉢である｡口縁

部は波状を呈し､文様は7条の半裁竹管による横位の半隆起線文を施す｡この半隆起線文

は下部の4粂において一部で2粂単位の工字文を表す.頭部にも半裁竹管による横位の半

隆起線文が3条施される｡これも下部2粂を単位とした工字文を一部で表すo頚部の半隆

起経文は一連のものではなく､上下一段ずつが途中で入れ替わっている.胴部の文様はRL

縄文を地文とし､半裁竹管による半隆起線文を用いて､縦位の文様を表す｡この文様ほ現

状で6単位分が見られ､復元すると胴部は､この縦位の半隆起線文による文様で8つの単

位に分けることができる｡この文様は半裁竹管を用いて一筆書きに2条の半隆起線文を描

くものであるが､その形状には二重の長楕円を上下に2つ並べて配置するものや､楕円形

の中に1条の沈線が入るように見えるもの､長五角形の中に1粂の沈線を引くように見え

るものなど1単位ごとの表現に差異が見られる｡底部には網代痕が見られる｡内面では､

口縁部付近にのみ煤の付着が見られるo

3ほ､外面が上下2段の文様梼成に分かれ､縄文を主に地文とし､なおかつ半隆起線文

の断面形がカマボコ状を呈することから､北陸地方縄文時代中期前葉の新保･新崎武士器

型式に比定できるoまたこのことは､｢新保新崎式土器様式の多くは網代痕をとどめている｣

(小林1983)という記述にも矛盾しないoまた2は3と半隆起線の断面形状は異なるもの

の､施文具､施文の位置ともに3に輯似しており､ 3と同時期､同型式のものと考えられ

る｡

次いで石器の分析を行うo lは無茎の石鋳であるo全体形ほはぼ左右対称で､二等辺三

角形状となっており､刃線は直線で､一部で鋸歯状を呈する｡決りは｢凹｣の字を逝にし
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た形の半楕円形を呈している｡また､両面と

もに細かい剥離を行っているo

3.小 結

(1) 4号人骨共伴土器について

土器1-3は前述のように第4号人骨と共

に出土したとされる1969年の発掘資料であ

る｡1977年に刊行された発掘報告書によれば､

第4号人骨は長靴状の土坑の中から小白歯1

個と体肢骨の小破片が出土したもので､その

長靴状の土坑付近からほ深鉢が1点上下逝の

向きで発掘されたという(金井町教育委員

会･佐渡考古歴史学会1977)｡報告書の文章の

記載によれば､深鉢1点のみが出土したよう

に受け取ることができるが､同じ報告書にあ

る第13図でほ､深鉢状の土器と破片が1点記

載されているようである(第6図)3)o 壌た第

20図1では破片のみの拓本と断面実測図が掲

載されている(第7図)4)｡こうしたことから､

第4号人′馴こ共伴する土器ほ2個体と考えら

れ､このうち1個体は今回分析を行った3の

渡･越後文化交流史研究

二さ≒

第6図 第4号人骨

第7図 第4号人骨共伴土器

深鉢であると考えられる｡しかし報告書記載

の第13図と比較すると､深鉢3の口径､器高はそれぞれ16.6cm､ 16,2cmであるのに対し､

報告書の固から読み取れる口径､器高ほそれぞれ30cm､ 24cmであり､一致しないo これむこ

関してほ報告書記載の実測図がどれだけ正確であるかということも考えられるため､報告

書記載のものと､今回分析を行ったものが同一個体であるかどうかを判断することは難し

い｡またはかに報告書に記載のない第4号人骨と共伴の土器が存在している｡こうしたこ

とから､今回分析を行ったものについては､報告書の記載がなく､現状においては実際の

出土位置を知り得ないため､正確には出土位置不明とすべきものである｡しかし､今回ほ

医学部に所蔵された際の注記を重視し､第4号人骨共伴資料として扱っている｡

(2)遺物の分析による遺跡の概要について

前項において､採集資料および1969年の発掘資料の分析をするとともに､遺物の年代の

考察を行い､資料が縄文中期前葉のものであるとすることができた｡これは1969年に行わ

第4表 堂ノ貝塚石器観察表

渡物

No.
種別 石材 長さ(孤) 棉(cm) 厚さ(cm) 重さ(冒) 欠姐部位 備考

1 石轍 鉄石英 3.1 1.4 0.4 1.4 凹婁無毒鑑
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れた発掘の報告書で報告された遺跡の年代と一致している｡このことから､堂ノ貝塚が縄

文中期前葉の遺跡であるという確証を与えられた｡しかし今回､分析を行うことのできた

資料の点数が限られたため､他時期の遺物が見られず､遺跡がどの程度の年代幅を持って

成立したかについて知ることはできなかった｡今後､他の出土遺物を含んだ成立時期の再

検討がなされることを期待する｡ (欠木秀典)

3 )羽茂町番匠屋敷遺跡

はじめに

新潟大学考古学研究室でほ2002年の6月と8月に佐渡島内の遺跡で表面採集調査をおこ

なった｡その際､羽茂町の番匠屋敷遺跡でほ土器片20点､石器12点､剥片62点が採集でき

たo ここでは､当遺跡のこれからの調査の方向性を示すため､資料化した土器片10点､石

器12点について報告し､若干の考察をおこなったものを紹介する｡

1.遺跡の概要

遺跡は羽茂町村山芋垣ノ内にあるo台地上の畑地で､標高は130mであるo台地の西側前

方は沢が入り込み､後方には荒磯山が迫っているo小村小学校前から亀道への道を250mほ

ど下ったところの島倉久男(番匠屋敷)家の畑地を*,bに広がる遺跡であるoその西側の

島倉寛(柿ノ木平)家の畑地､道をほさんで南側およそ100mのところにある笠井アサ冒

(南)家の畑地､小村小学校の方-約100m引き返したところの岡崎-夫(治郎平)家の畑

地､番匠屋敷遺跡から約200m離れた北側台地の佐々木茂美(陣馬ヶ平)の畑地が存在し､

これらをすべてふくめて番匠屋敷遺跡とされている｡

2.研究略史

遺跡の発掘調査は行われておらず､遺物はすべて表面採集によるものである(羽茂町

1989)｡縄文時代の遺物としては､番匠屋敷および柿ノ木平の畑地から石鉱､石斧､凹石､

石匙､石錘､石皿､石棒などの石器､撚糸文､貝殻条痕文､刺突文などの土器片がみられ

るo南家の畑地からは土器は発見されておらず､石錬や石斧などの石器がみつかっている｡

これらの遺物から､この遺跡は縄文時代中期後半から後期初頭のものと考えられる｡また

番匠屋敷と柿の木平の畑地から発見されている石鉄は無柄石鍍であるのに対し､商家から

発見されている石蕗ほ有柄石錬であり､時期の違いが指摘されている｡弥生時代の遺物と

しては南家の畑地からアメリカ武石鉱が発見されており､弥生時代後期後半の存在をうか

がぁせるoまた陣馬ヶ平家の畑地からは､同じように弥生時代後期後半のものとみられる

ガラス小玉1点が発見されている｡

- 14 -
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第5表 番匠屋敷遺跡土器観察表
ま監物

No.
糖種 外面 内面 鰭土

焼成
色調外面
色調内面

部位
残存率

口径
底径
残存荷

圭.'巨
備考A B C D E ド G t1

1 鉢 撚糸文(縦) ㊨ 普通
灰白2.5YR8′2

灰白2.5YR8/2 胴部
5.2

12

2 深鉢
貝殻粂痕文
(左上-右下)

貝殻条痕文

のあとにナヂ
㊨ △ 普通

灰白10YR8′2
灰自10YR8′2 口綾部

6.4

1.1
殻頂部によるみが
普

3 探鉢
貝殻条痕文
(左上-右下)

ハケ ◎ △ 良好
灰白10YR8/2
灰白10YR8/2 胴部

7.8

14

4 深鉢 貝殻粂痕文 ㊨ ○ ○ 不良
明褐色10R4/4

にぷい庵7.5YR7′3 胴部
6.3

ll

6 深鉢? 貝殻粂痕文 ハケ ㊨ △ 普通
明黄褐10YR7′6
淡舞2.5YR8/3

底部
4.1

1.2

6 深鉢
隆起線文.貝
教条痕文 ◎ △ A 普通

健2.5Y7U/8
棲2,5YR7/6

I‥≡空`

1/9周
34.6

6.4

1.6
有孔錆付土器

7 深鉢?
隆起線文.顔
節LR縄文

㊨ ○ 良好
棲2.5YR6/6

栂5YR7/8 日録都
7

1.6
価状把手

8 塞 △ ◎ 良好
明赤禍2.5YR5/6
明赤禍2.5YR5/6 口線都

6,6

2.7

9 鉢
刺突文(花弁

形) △ ◎ △ 良好
灰白7.5YR8′2

灰白7.5YR8/2
胴部

9.6

1.1

1() 深鉢 ハケ ㊨ ○ 良好
にぷい健5YR7/4

にぷい樫5YR7′4
底部

2/3周 12.8

3.2

52.3

胎土凡例 A石弧 B鼻石･ C輝石･ D角閃石, Eチャート, F観鉄軌 G異質i5, H結線骨針

2
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第8図 番匠屋敷遺跡土器実測図
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3.遺物の分析

土器片(第8図)

･縄文時代中期(2-6)

2の口縁の下約2cmにわたって外面と内面の両方は､殻頂部でみがかれているo 3の

内面の下端部には粘土紐のつなぎがみられるo 4の上部にはやや右下がりの貝殻粂痕

文が施され､それを一部切るようにして右下がりの貝殻条痕文が施されているo 6ほ

有孔鍔付土羊である｡

･縄文時代後期(1､ 7-9)

7は穂状把手であるが､橋状の貫通孔がなくなったもので､貼付状の把手である｡口

縁の下約2.5cmには貼付による1粂の隆起線文が施され､さらに環状の隆起線文が貼り

付けられている｡その後にそれらに刺突文が施されている｡ 8はややねじれのある穂

状把手である｡

石器(第9囲)

･石錬(l､ 2)

2点みつかっている｡ 1ほ凹基の石鍍で､矢柄の部分が折損している｡ 2は平基三角

形石銭だが､製作途中の未成晶と考えられる｡

･掻器(3､ 4)

2点を凍器として分類した｡ 2点とも破損品である｡ 3は薄手のもので､右側縁に刃

部をつくりだすための二次調整がはどこされている｡ 4は円形をしており､右側縁に

刃部をつくりだしている｡

･石錐(5､ 6〕

完形晶が2点みつかっている｡

･挟入石器(7)

1点を扶入石器と分摂した｡完形品である｡右側縁の中央部に決りを入れている｡左

側面に原磯面がみられるc

･石核(8)

1点みつかっているo Ⅰ面には縦長剥片を3-4つ剥離した痕跡がみられる.打面は

横からの剥離で作出されているo両側縁に形を整えるための調整がみられるo打面と

剥離作業面の接線にリップをもっている｡ ⅠⅠ面にはヒンジ･フラクチャ-がみられるo

･磨石(9)

Ⅰ面に磨痕がみられる｡ Ⅰ面の下方とⅠⅠ面の上方に蔽打痕がみられる｡磨石として使

用した後､叩石として使用したものと考えられる｡ ⅠⅠ面の下方が大きく割れて折損し

ている｡

･磨石(10)

上面､下面､右側面に磨痕がみられるo Ⅰ面､ ⅠⅠ面､上面には敵打痕もみられるo 9

と同様､磨石として使用した後､ PP石として使用したと考えられる｡

-16-
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･凹石(ll)

中央部上方に3つのくぼみがみられる｡

･剥片

62点みつかっている.石材は玉髄､鉄石英､珪質頁岩､貢岩､黒曜石であるo石材不

明が4点ある｡剥片の大きさはさまざまである｡原横面の残っているものも数点ある｡

二次調整のある剥片もある｡

4.小 結

縄文時代中期の貝殻条痕文土器(2 -

5)は､佐渡の縄文時代中期から後期にかけてみ

られる貝殻粂痕文土器系に属するものであると考えられる｡有効鍔付土器(6)は中部山

岳地方の影響がみられる｡縄文時代後期の土器(7-9)ほ三十稲場様式である｡この3

点は小型で装飾性の高い精製土器である｡

次に石器についてであるが､ここでは磯塊石器(第9囲9 -ll)を除いた石器と剥片の

石材の構成について分析をおこなった｡

第7表には石材別形態別の点数と重量を示した｡点数についてみてみると､石材が玉髄

のものは石器で4点､剥片で42点みつかっておりもっとも多い｡ついで石材が鉄石英もの

は､石器は発見されていないが剥片が11点確認されている｡石材が珪質京岩のものは石器

で3点､剥片で3点認められるo石材が黒曜石のものは石器で1点､剥片で1点存在するo

石材が頁岩のものは剥片で1点見いだされるo重量についてみてみると､玉髄が294.7gで

もっとも多い｡ついで鉄石其の100.9g､珪質頁岩の19.7g､頁岩の9.1g､黒曜石の5.5gと

つづく｡

第8表には石材の割合を示したo点数でほ玉髄が65.70/oとEE倒的に多いoついで鉄石英

が22.6%､珪質京岩が8.6%とつづく｡重畳でも玉髄が66.1%と多く､ついで鉄石其の

22.6%､珪質京岩の4.4%とつづく｡

このように玉髄が点数､重量において他の石材より圧倒的に多いことがわかる｡ 3分の

2以上を玉髄が占めている｡また磯塊石器の中に石材が玉髄のものもあり､玉髄の原石が

手に入りやすかったことを示しているo よって番匠屋敷遺跡では主な石材に玉髄が使用さ

れていたと推測できる｡玉髄の原産地は現在のところまだ不明であるが､長者ヶ平遺跡で

も大量に使用されているので佐渡島に原産地があったと思われる｡鉄石英と珪質貢岩につ

いてであるが､点数､重量ともに鉄石英が玉髄についで高い割合を示しているが､すべて

剥片であり石器は含まれていないo一方､珪質貢岩は鉄石英より点数と重量の割合は低く

なっているが､石器が3点みつかっている｡現時点ではどちらがより多く使用されていた

か述べることはできないが､どちらも主石材である玉髄を補う存在であったと考えられる｡

おわりに

これまで表面採集資料の土器片と石器から断片的ではあるが番匠屋敷遺跡を概観してき

た｡大枠ではこれまで理解されてきた新潟県の縄文時代の範噂でとらえられるものである

- 17 -
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第6表 番匠屋敷遺跡石器観察表

渡･越後文化交流史研究

遺物

No.
種別 石材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 欠損部位 備考

1 石嫉 玉随 1.8 1.2 0.5 0.6 欠柄 凹基
2 石銀 玉随 1.5 1.6 0.4 0.6 刃部 未製品
3 掻器 珪質頁岩 2.9 1.5 0.4 1.6 下半部
4 掻器 黒曜石 2.5 2.3 1 4.4 右下刃部 円形
5 石錐 珪質頁岩 2.2 1.8 0.3 1.2

6 石錐 玉髄 2.4 1.8 0.6 1.5

7 挟入石器 玉髄 3.9 2.3 0.6 5.2

8 石核 珪質京岩 1.8 2,3 0.9 3.5 残核
9 叩石+磨石 凝灰岩 7.9 6 3.4 187 複合石器
10 叩石 玉髄 9 10.2 5.9 721.6

ll 凹石 安山岩 14.5 10 6.5 1401.6

第7表 石材別形態別の点数と重量

石鎌 石錐 掻器 挟入石器 石核 剥片 合計

玉髄
2 1 1 42 46

294,7
1.2 1.5 5.2 286.8

鉄石英
ll ll

100.9 100.9

珪質r=i'岩
1 1 1 3 6

1.2 1.6 3.5 13.4 19.7

矧輝石
1 1 2

4.4 1.1 5.5

京岩
1 1

9.1 9.1

不明
4 4

15.9 15.9

合計
2 2 2 1 1 62 70

1.2 2.7 6 5.2 3.5 427.2 445.8

上段が点数､下段が重畳(g)

第8表 石材の割合

点数(%) 重畳(%)

玉髄 65.7 66.1

鉄石英 15.7 22.6

珪質貢岩 8.6 4.4

黒曜石 2.9 1.2

貫岩 1.4 2

不明 5.7 3.6

- i!貰-
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と考えられる｡今後の当遺跡の課題としては主な石器石材であると推測できた玉髄の解明

であろうo先にも述べた通り玉髄の原産地ほまだわかっておらず､それを探るうえでも当

遺跡における詳しい分析が必要であろうo (尾田識好)

4)畑野町三宮貝塚

はじめに

本遺跡ほ畑野町の三宮神社境内に存在する｡遺物は神社境内の全域から出土しているが､

特に貝塚のある地点は拝殿の前方と左右の山林地であると言われ､広さ1万m2に及ぶ佐渡

最大の貝塚である｡縄文中期から晩期まで継続した遺跡で､北隣には弥生玉作遺跡がある｡

今回編介Lた遺物は､これまで新潟大学医学部第一解剖学教室小片保コレクションの一

部として所蔵されていたものであるo縄文土器と動物骨などから成る総数約230点の遣物

は､そのはとんどに｢サド三宮1927年8月13日｣と注記されたシールが貼られており､遣

物がまとめて保存されていた木箱の中にほ｢三宮貝塚(佐渡)発掘品 昭和二年八月十三

日｣と記された紙が入っていたo

この発掘調査の経緯については後述するが､同年同日に新潟県史蹟名勝天然記念物調査

会(以後は調査会と省略する)が三宮貝塚を訪れていたことを確認している｡したがって､

この時に収集された遺物が調査会のメンバーの一人であり､後の新潟大学医学部第一解剖

学教室の教授となった工藤得安博士の元に渡り､現在に至ったのではないかと考えている｡

総数230点余の遺物は､動物骨約70点を除く大部分は中期から晩期にかけての縄文土器で

ある｡今回はそのうち74点を選び出して資料化を行った｡なお､動物骨については別稿を

設けてあるo

1.研究略史

三宮月塚で最初に学術的発掘調査を行ったのは､大阪毎日新聞社長本山彦-と同行して

佐渡を訪れた鳥居龍蔵である. 1920 (大正10)年8月20日､郷土史家の協力を得て発掘を

行ったが､現在､その発掘地点は分かっていない｡当時鳥居ほ東京大学人類学教室に籍を

置いており､佐渡-の来島･遺跡踏査も各地で行っていた調査の一環であったと見られる

(鳥居1925)0

1924 (大正14)年､新潟県は史蹟名勝天然記念物の保存を徹底させるために調査会を発

足させた｡

そして1927 (昭和2)年の8月12日から18日まではこの調査会が佐渡島内での遺跡調査

を実施したo調査会の構成員には内務省嘱託の荻野仲三郎や県委員斎藤秀平､山本半蔵､

新潟医科大学(後の新潟大学医学部)工藤得安博士(第一解剖学教室教授)等がその名を

連ねており､ 8月13日には三宮貝塚を訪れて調査を実施したことが確認されている(川上

1928)o詳しい調査内容は不明であるが､今回資料化した遺物は､この時の調査によって得

られたものである可能性が極めて高いと思われる｡また､この調査結果は1932年の『新潟

県史蹟名勝天然記念物調査報告』第3輯に掲載されてはいるが､今回の報告資料について

-20
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ほ掲載していない｡

同じく1927 (昭和2)年の4月15｡16日にほ､当時京都大学病理学講座教授の座にあっ

た清野諌次が慶応大学医学部川上漸､郷土史家山本半蔵･本間周散らと共に約30坪程度の

発掘を行っているoこの調査結果については『日本貝塚の研究』に詳しい記述がある(清

野1969)o

1958 (即日33)年9月5 ･ 6日にほ､日本考古学協会の発掘の一部として八幡一郎･本

間嘉晴･椎名仙卑らによる発掘が行われ､遺跡が後期を主体にして中期末から晩期までに

またがることが明らかにされた(八幡･椎名1960)0

さらに1961 (昭和36)年には7月6日から13日にわたって､立教大学博物館学講座･新

潟大学医学部第一解剖学教室･佐渡博物館の共催で発掘調査が行われたoこの時には大量

の土器片･石器などに加えて人骨も出土しているo発掘終了後は人工遺物･自然遺物が立

教大学に､出土人骨は新潟大学医学部にそれぞれ持ち帰られたという(佐渡博物館1963)0

以下､土器について分析を行うo

中期(第10図1-13)

前葉(第10図1-5)

土掛凱､ずれも地文に縄文をもち､主に半裁竹管による平行沈線が施されるものであるo

lは単節LR縄文を地文に､口綾部に平行して1粂の洗練を引いたものである｡
2も同様

の手法と思われるが､半裁竹管による沈線が口縁取こ平行して3粂施され､断面はカマポ

コ状を削-o内轡し､馴夢はキャリバー形土器であるとみられるo 3は中央に指ナデによっ

て横位の隆帯を作り出し､その上部は縦位の平行洗練､下部ほ縄文を施している｡ 4は地

文に単節LR縄文をもち､半裁竹管による平行沈線を縦位に4粂施している｡ 5ほ単節RL
縄文を地文にもち､半裁竹管による沈線を3粂施している｡

中葉(第10図6-ll)

6-8は口縁部に平行して洗練が施されるものである. 6は単節LR縄文の地文の上に

棒状工具による沈線を3粂施しており､ 7はカマポコ状を呈す断面形状から半裁竹管を用

いているものと思われるo 8は摩滅しており判然としないが､おそらく単節LR縄文の地文

の上に棒状工具による洗練を施しているo 9ほ口縁部下を穿孔し､その横から縦位に竹管

によるキザミをもつ隆帯を貼り付けている｡隆帯の周囲は半裁竹管によって沈線を施し､

右回りの急なカープを措いているo 10は口縁部に平行して半裁竹管による洗練を施してい

るが､沈線よりも竹管によってできた隆帯が特徴である｡隆帯の下には粘土を貼り付机

棒状工具により沈線を施しており､ワラビ手状渦巻文の一部とみられる｡
11は縦位に隆帯

が並び､中央の太い隆滞は断面が三角形に近く､馬南武とみられる｡

後薬(第10図12-13)

12ほ縦位に沈線を施し､馬高或はどの隆起はみられない｡加骨利E式が変容したものと

思われる｡ 13は地文に単節RL縄文をもち､縦位に平行洗練が3粂施される｡

-2l
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後期(第10 ･

11図14-48)

前葉(第10 ･ 11図14-34)

14-20は貝殻条痕文を施すものである. 14 ･ 15は共に口綾部で内面･外面に横位の条痕

が見られるo 16は口縁部に平行して沈線が1粂施され､その下には縦位の免疫がみられる｡

17ほ口緑部から胴部にかけての粗製深鉢の一部であり､内面･外面共に右下から左上への

粂痕が見られるo 18は横位に条痕文を施した後､弧状･
I#方向に貝殻条痕文を施文してい

る｡他の粂痕文土器片と異なり､色調は明るい浅黄棲を呈し､器面調整というよりは文様

効果を目的としたものと考えられるo 19は粗製深鉢の底部であり､横位に条痕文が施され

ているo 20ほナデによる整形を行ったのち､口綾部に平行して沈線を施しており､全面に

貝殻粂痕文を施す他の土器片とは異なるものであるo 21はナデによる整形を行い､横位の

隆帯を1粂作り出しているo隆帯を挟むように半裁竹管による沈線が施され､隆帯の上に

はキザミ目が加えられているo 22ほ｢く｣の字状に内曲し､口縁部に近い部分であると思

われるo隆帯に沿って下部には丸棒状工具で垂直の刺突を施している｡右側半分は隆帯が

欠落しており､判然としないが､三十稲場式に類似のものと思われる. 23は沈線による施

文がなされ､胎土などから三十稲場式のものとみられる｡ 24･25は刺突文をもつもので､

24は丸棒状工具を垂直に刺突したもの､ 25は箆を用いた円形刺突文である｡ 26は横位に半

裁竹管による沈線4粂を施し､その上下に沿って丸棒による刺突文を施している｡胴部側

では-部刺突文と洗練が弧状に施文されており､曲線を措く文様を構成するものと考えら

れる｡ 27は竹管による平行沈線に沿って上部に丸棒による刺突文を加えており､下部には

26と同様弧状を描く沈線と刺突文が施文され､堀之内2式とみられる｡ 28は口唇部にキザ

ミ目をもち､その下には横位の沈線が施される｡ナデによる整形で無文部分をつくりだし

たのち､棒状工具による沈線を3粂施している｡やや外債し､堀之内式の浅鉢と思われる｡

29は外面･内面をナデによる整形を行っている｡口唇部は厚く楕円状の突起を作り､内部

に深い滞をもつことが特徴的である｡ 30は沈線が施されるものであるo横位の沈線と左上

から右下にかけての斜位の沈線間に､短く深い沈線がはっきりと施されており､三角形を

モチーフとした堀之内1式と見られる｡ 31 ･ 32は地文の縄文を沈線で区画し､他の部分を

磨り消す磨消縄文が施され､堀之内式のものとみられるo 33は日録部に沿ってキザミをも

つ隆帯が配され､上側には沈線が1条施されているo 口唇部は一部欠損しているが､突起

が付き､すく"脇に穿孔されていることが確認できる｡ 34はナデによる整形を行った無文地

上に､明瞭な沈線を施すものであり､南三十稲場式のものとみられる｡

中葉(第11図35-42)

35は黒色磨研土器で横位に1粂の沈線が施され､その上には括弧形の洗練がみられる､

加曽利B I式である｡ 36はナデによる整形を行ったあと､浅いクランク状の沈線とその下

に平行沈線を配すものである｡ 37-39は内面に特徴的な文様を持つものである｡ 37は内面

に棒状工具による渦文と横位に沈線を施す. 38は内面にへラによるミガキを行ったあと半

裁竹管を強く押し引いてカマポコ状の隆帯と沈線を施している｡ 39ほ内面が丁寧に研磨さ

れ､半載竹管による隆帯をつくりだしている｡これら内面に文様が施される土器のいずれ
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渡･越後文化交流史研究

も､器形は浅鉢と見られ､内面に比べて外面の調整が粗い｡ 39のみが外面に沈線1粂を施

している.これらは加曽利B I式とみられるo 40ほナデによる整形を行ったあとにへラに

よる平行沈線を施し､一部コの字状になっているo器形は注口土器と思われる. 41はへラ

による浅い沈線で文様を措くもので､径が小さく､筒状の器形を呈すものと思われる｡加

曽利B II式であるo 42はナデによる整形を行ったあとに半裁竹管による沈線を施し､沈級

間に竹管による縦方向のキザミをいれており､加曽利BⅢⅠ式とみられる｡ 43は平口縁に突

起が付いたもので､ロ録部に沿って沈線が3条みられるo 44は羽状縄文を施した後､日録

部に平行して沈線を2粂施したものである. 43と同様に平口線状に小突起がみられるo胎

土から判断して搬入品と思われる｡ 45は波状口縁とみられ､ロ縁部にキザミがいれられて

いる｡中央に貼り付けられている小突起からは､胴部にかけて2粂の沈線が口縁に沿うよ

うに施され､沈線の右側には縄文を押しつけている｡ 46は地文に縄文を施し､日録に沿っ

て沈線を1条施している｡外面の口唇部から洗練までと内面ほ､へラによるミガキが行わ

れているo47は縄文の地文の上に平行沈線を施すものであるが､縄文の方向が交互に異なっ

ている｡ 48は竹管による洗練が施されるもので､江口土器と思われる｡小突起が付く曽谷

式のものと思われるo 43-46は加曽利BIII式から曽谷式に併行するものであるo

晩期(節ll ･

12国49-66)

49は鋸歯状の口唇部に沿ってひご状の施文具による浅い刺痕列がめぐらされている｡そ

の下には､複数の竹管による平行沈線間に楕円形の刺突文を配しているo この刺突文は口

唇部の刺突よりもやや大きくはっきりとしているo大洞BC式で､外面はやや赤みがかった

色をしている. 50の口唇部はややふくらみを持ち､粗い刻みをめぐらすo 口唇直下から文

様帯となっており､縄文の上に弧線を重ねたとみられるが表面が風化しているので明らか

ではない｡大洞Cl式の皿型浅鉢o 51は外面に縄文を施しておらず､全面に-ラ磨きを施すo

そして口唇部にわずかなふくらみと小突起を持ち､その内側にほ細かい刻み目が入れられ

ているo口縁部は上端でやや外側に琴曲し､外面には雲形文の一部と思われる耽線を持つo

大洞Cl式に属する浅鉢であることは50と共通するが､椀型であるところが異なる. 52の口

唇部は非常に薄く一部が欠けている.口縁部は外側に琴曲し､上部に-ラ措きの浅く粗い

3本の洗練､下部にほ結節縄文を有する｡ 50･51と同様忙大洞Cl式o外面の赤みが強いこ

とも特徴的であるo 53は内外面に-ラ磨きを施す.口録端部に浅い段を持ち､肩が｢く｣

の字塾に張った蕃塾である｡へラ措きで､山型をした隆帯の上から重ねた一定間隔の楕円

文と平行沈線をめぐらせている｡肩部から胴部にかけて平行沈線で区画した間の文様帯に

は､背中合わせ上下2段に磨消縄文による長楕円を連続させた雲形文を配しているo大洞

C2式o 54は注口土器の肩部とみられ､上端には-ラ措きによる深い耽線､下部には結節縄

文を持つo大洞A式o 55の底部は平底ではなく内側に反り返っており､休部紅は単節LR

縄文を持つ大洞A式の土器である｡

56は表面に磨きがかかり､複数の浅い沈線文とへラ先による浅い刻み目が口縁に平行し

てめぐらされている｡また､わずかな隆帯の上に刻みを入れた口唇部が一部残存する｡外
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第12図 三宮貝塚土器実測図3

第9表三宮貝塚土器観察表1

N9.
面 内面-A ロ

BCDEF GH 焼成富調外面
部位 口径 残存帯

備考

1

2 深鉢

日録野上碍に樺に
よる沈線1粂.単節

.LR縄文早節LR縄文.竹管

A
不良

珊内面
にぷい東榎10YR7′4

明東祐10YR6/6
I■●

･.三監

口縁部

底径 鵜原

4.9

1.0

金賓母少量含
む

金雲母少事⊆去る沈毅3粂 ○ △ 不良
にぷい黄穫7.5YR7/4
栓75YR6ノ6

口綾部
1′9周

13 4.5

3
爾｣よる沈希(タ

チ.ヨコ).隆帯
○ △ 不良

樫5YR6/6
棲5YR6/8

胴部
1.0

5.4

む

金等母少量含

4 単節LR縄文の上
に竹管による沈線
単節

A A △ 不良
淡黄2.5YR8/3
浅黄庵10YR8/4

胴部
1.4

6.4

0

む

金雲母少量昏
む

5 RL縄文.竹管
による廷象 ○ △ 不良

灰自7.5YR8′1
にぷい費褐10YR7/

胴部
.9
4.8 金賞母少量~

6

7

口F1上端に樺に

よる沈線3条.単節
LR純真
による沈毅3

A A △ 不良

4
浅黄樫10YR8/3

にぷい樫10YR7′3
I+◆

n縁部

1.3

3.4

0.9

む

金賞母少生食
む

8

負 A △
不良
にぷい賞褐10YR6/3
褐10YR4′6

口縁部 2.6 金軍母少~
む

金雲母′

早野LR縄文の上

に樺に去る沈毅2 ○
不良
にぷい櫨7.5YR7′4
にぷい槍

P縁部 22
1.1

6.3

9

10

口綾部下に穿孔.
隆帯の上に刻み.
半裁竹管による沈
泉

による沈巌.

△ ○
不良

｣10Ⅵモ7′4
浅黄棲7.5YR8′6

にぷい橿10Y7!5/3

1′10

口綾部

1/18

周

21

1.1

5.9

1.3

む

金雲母少量含
む

隆帯 ○
良好
樫5YR6/8
鹿5

口縁部8 4.4

胎土 例

YR7/61′8周1.2

A硯B長石,c輝石,D角防,Eチャート,F褐-G異観H棚骨針

(単位はcn)
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第10表 三宮貝塚土器観察表2

渡･越後文化交流史研究

遣物

No.
鼎種 外面 内面

胎土
焼成 色調外面

色調内面
部位
鏡存率
口径
底径A a C D E F G H

ll 陸帯.沈線 △ ○ △ 不良
#7.5YR7/6
貴褐75YR7′8

胴部 3.8

15

12 棒による沈線4粂 △ △ 不良
樫7.5YR6′8
にぷい褐7.5YR5/3

胴部 2.8

0.9

13
樺による沈線3粂.

単節LR縄文
△ △ △ △ 不良

にぷい樺7.5YR7/3
栓75YR7′6

胴部 2.7

07

14 深鉢 貝殻粂痕文(ヨコ)
風教粂痕
文(ヨコ)

△ ◎ △ 良好
浅黄樫7.5YR8/4

*75YR7/6
口線鄭24 4.5

09

15 探鉢 貝殻粂痕文(ヨコ)
貝殻粂演

文(ヨコ)
○ △ △ ○ 良好

棲7.5YR4/6
にぷい黄棲10YR7/4

胴部 5.3

12

16 深鉢 羽状縄文 △ A △ 良好
灰自10YR8ノ2
褐灰10YR4′1

胴部 4.4

07

17 深鉢 貝殻条痕文 △ ○ △ △ 良好
権7.5YR7′6
栓7.5YR7′6

口綾部 32 19.5
1,4

18 深鉢
貝殻発癌(ヨコのち

タテ)
△ △ △ △ 良好

浅黄栓10YR8′3
明費褐10YR7/6

胴部 7.4

匹l
19 深鉢 一部貝殻粂痕文 △ ○ △ △ 良好 にぷい橡7.5YR6/4

にぷい黄壇10YR7/2
底部 12 5.4

22

20 深鉢
樺による沈綴.ナ

フ~
△ ○ △ △ 良好

浅黄栓7.5YR8/4
灰白7.5YR8/1

日録部 4.5

16

21
日録に平行した和

い隆帯上に刻み目
㊨ △ △ 良好

浅黄樟10YR8′4

にぷい資櫨10YR7′4
R縁部 3.5

06

22
樺による群ニ淋.刺
突文

△ △ △ 不良
#@lOYR8/6
明卓梅10YR7′6

胴部 3.1

13

23
-ラによる沈線 △ △ △ 不良

浅黄樫7.5YR8/6
浅黄痩7.5YR8/4

胴部 5.0

09

24 刺突文 △ △ △ 良好
樫7.5YR6/8
庵5YR6/8

胴部 2.8

07

25 刺爽支 ○ ○ △ ○ 良好
穫7.5YR6/8
灰褐7.5YR5/2

胴部 3.2

08

26
口線郡に平行する
複数の沈線文と円
形刺爽文

△ △ △ 不良
明栄職10YR7′6

#*10YR8/8

P縁部 2.8

0.4

27 沈線文,刺突文 ○ △ △ △ 不良
淡紫樫10YR8/3
洩資棲10YR8′3

胴部 2.5

07

28
へらによる耽淋.ナ
I-●

T
△ A 不良

明黄褐10YR6/6
鼻祖10YR3′1

口綾部 0.5

37

29 口唇都にくぽみ △ △ △ 不良
にぷい褐7.5YR5′4

にぷい梅7.5YR7′4
日録部12 3.8

1.6

30 深鉢 沈碑文 △ △ △ △ 不良
灰白10YR8′1
灰白10Ⅵモ8′2

胴部 4.0

0.8

31
撚糸文のあとにへ

ラによる沈線
△ △ 良好

黒褐10YR3′1
灰卓褐10YR4′2

胴部 3.1

0.6

32 単節LR縄文.-ラ
による沈線tナデ

○ △ △ △ 不良
鼎褐2.5YR3/1
黒鴇10YR3′2

胴部 4.3

0,9

33
ヘラによる沈線.隆
帯の上に刻み.穿
礼.ナデ

△ ○ △ 不良

改発樫7.5YR8′3

灰自7.5YR4/2

口縁軒 3.4

1.5

34 沈線文 △ △ △ 不良
樫7.5YR6′6
*5YR7/6

胴部 5.5

1.1

35

重か

江口
土器

-ラによる沈線ナ
デー

△ △ △ 良好
黒10YR1.7/1

灰黄褐10YR4′2

胴部 2.2

0.5
表面黒色研磨

36 探鉢
へラによる沈線.ナ
E)
7.

○ △ △ 不良
褐灰7.5YR8/3
にぷい貴栓10YR7/4

胴部 3.7

0.6

37 洩鉢
の宇状況

級
○ ㊨ △ △ 良好

黒褐10YR3′1
灰貴褐10YR4′2

胴部 3.8

0.4

金貫母少量昔

む

38 洩鉢
竹管によ

る沈線文
○ △ △ 良好

呼灰黄2.5Y5′2
褐灰10YR5′1

胴部 5.2

0.8

39 浅鉢 黒色磨研

黒色贋

研.竹管

による隆
起線

○ ◎ △ 良好

黄灰2.5Y4/1

黒2.5Y2′1

肩部 3.9

0.8

40
江口

土器
へラ帯きの平行沈
級

△ ○ ○ 良好
黄褐10YR5/6
黒褐10YR3′1

胴部 2.8

0.8

41 -ラによる沈線 △ △ △ △ 良好
*7.5YR7/6

にぷい貴栓10YR7/4
胴部 19 6.0

0.6

42
竹管による沈線.

ナチ
○ △ △ 良好

灰黄褐10YR4′2
にぷい貴褐10YR6/4

胴部 30 4.0

0.9

43

口唇郡に突起.口

緑に平行した浅い
沈線

○ ○ △ 良好
明褐7.5YR5′6

演舞栓10YR8′4

口簸部 2.6

0.8

胎土凡例 A石英, B長石, C輝石, D角閃石, Eチャート F褐鉄軌 G弟雲母, H海綿骨針 (単位はczn)
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第11表 三宮貝塚土器観察表3

遺物

N
券種 外面 内面

胎土
焼成

色調外面
色調内面

部位
残存率

口径

底鐘

残存商
濃度

備考
A B C D E F G H0.

44
羽状縄文tヘラに

よる沈線
⊂) △ △ △ 良好

浅黄樫10YR8/3
灰白10YR8′1

R縁部
2/9周

2.8

0.8
搬入晶か

45 深鉢
半帝竹管による刻
み.豆粒状の突起

㊨ △ △ ○ 良好
洩斉櫨7.5YR8′3
浅黄櫨7.5YR8′3

口縁部 5.1
1.1

46
口唇部にミガキ.口
象部に沈線.縄文

ミガキ 0 良好
黒lOYR2/1
灰白10YR8′2

R縁部 4.0

0.8

47

F7L.I,

単節LR.RL蒲艶文

へラによる沈線
△ ○ 不良

灰黄相10YR4/2
にぷい費褐10YR7/2

脚部 3.7

0.8

香炉型土器の

脚部か

48
牲ロ
土器

L_

ヘラによる沈線
A ○ △ △ 良好

灰白10YR8′2
灰費2.5YR6′2

胴部 2.2

0.4

49 洩鉢 ヘラによる沈毅.刺
衆文

A ○ △ 良好
浅黄栓7.5YR8′6

&**7.5YR8/3
ロ縁都
1ノ18

2.7

0.4

50 浅鉢
ヘラによる江線.ナ
E)
7~

△ ⊂) A 良好
浅弄2.5Y8/3
灰費2.5Y7′2

口線部 2.8

0.7
皿型浅鉢

E] 浅鉢 雲形文
口緑部に

刻み
○ △ 良好

灰黄褐10YR6/2

灰費褐10YR5/2

口練部 5.1

0.7
椀型洩鉢

52 戎鉢
符節状文.-ラに
よる沈線

△ ○ ○ 不良
明赤禍2.5YR5/8
にぷい資褐10YR7/4

口縁部
1′24

18 5.0

0.5

53 雲形文 ○ △ △ ○ △ 良好
にぷい斉櫨10YR7′3
灰白10YR8/2

R縁部 9
●

0.8

金葺母少免官
む

54
笹口

土皐

竹管による江寮と

結節縄文
○ ○ 良好

淡資2.5Y8′3
淡薮2.5Y8′3

胴部 4.2

0.7

55 浅鉢

1コ

底部立ち上がりに

単節LR縄文
△ ○ 良好

明資褐10YR7/6
偉7.5YR6′6

底部
1′3周 7

1.4

0.8

56
経口

土器
-らによる沈静一利
突文

△ ○ 良好
灰褐10YR6′2
にぷい資褐10YR4′3

口綾部 3.0

0.5

金等母少鹿骨
む

57
皿型
土器

口縁部に竹管によ

る沈線.胴部に単
節LR縄文

△ △ △ △ 不良

浪費穫7.5YR8′6

にぷい共棲10YR7/4

口線部 2.9

0.5

58
単節縄文.隆帯.

へラによる沈線
A ○ 良好

にぷい樫7.5YR5/3

にぷい栓7.5YR6/3

胴部 4.3

0.7

金賓母少数含

む

59 深鉢 結節縄文 ○ △ 良好
#@10YR8/6
にぷい教場10YR7′4

口繰都
1/12

20 5.7

0.8

60 深鉢 結節縄文 A △ A A 良好
##2.5Y8/3
淡資2.5Y8/2

胴部 6.1

0.8

61 深鉢 結節縄文 ○ ○ ○ 良好
淡紫2.5Y8′4

淡薗2.5Y8′3

胴部 6.2

0.8

62 深鉢
符節縄文を上から

貝殻などで換る
A ◎ 良好

樫7.5YR6′8
費捜7.5YR7′8

口練部 6.0

0.6

63 深鉢 結節縄文 △ △ A △ 不良
賛樫7.5YR7′8
栓7.5YR7′6

口線郎
1/18

5.5

0.7

64 深鉢
符節縄文を上から

見殻などで妹る
△ ㊨ 良好

樫7.5YR6′6
億7.5YR7′6

胴部 3.9

0.9

65 深鉢
符節縄文を上から

月数などで漁る
A ◎ A 良好 穫7.5YR7′6

洩資棲7.5YR7′6
胴部 5.7

0.9

66 深鉢
帯筋縄文を上から
見殻などで練る

△ △ △ 良好
明費禍10YR7/6
浅資櫨10YR8/4

胴部 4.2

0.7

■67 単称LR縄文 △ △ △ A 良好
樺7.5YR6/8
洩費権7.5YR8/4

口縁郁24 4.1
0.8

68
突起の上に横位の
沈線.ナデ

△ A A △ 不良
黄橿7.5YR7/8
棲7.5YR7′6

口練部 4..9

1.3

69
縄文の上からへラ

による沈巌
△ 良好

にぷい黄褐10YR7′3
にぷい黄褐10YR7/2

胴部 0.7

4.5

70 深鉢 沈線文 △ ○ A 良好
褐灰5YR5/1

にぷい黄瞳10YR7/4

胴部 5.8

1.0

71
撚糸文一ヘラによる
沈線

△ ○ △ △ 良好
黒褐5YR2/1
洩黄2.5Y7′4

胴部 2.9

0.6

72
撚糸文.-ラによる
沈線

△ △ 不良
灰黄褐10YR4/2
灰黄褐10YR7/3

胴部 0.5

3.7

73 木葉痕 △ △ △ 不良
僚7.5YR6′8 底部

1/3周

2.5

1.5

74 網代痕 △ △ 良好
浅発櫨7.5YR8/3
にぷい椿7.5YR7′3

底部
1′8周

4.2

1.2

胎土凡例 A石其, B長石, C砕石, D角閃S, Eチャート, F相鉄軌 G鼎巽･&, H梅綿骨針 (単位はcm)
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面にやや赤みを帯びる57は､口唇に-ラによる浅い沈線を2本めぐらし､口綾部には同じ

く浅い沈線とその下にほ単節LR縄文を配するo58ほ複節縄文を施し､上部にある小さな山

型の隆起の上から-ラで浅い沈線を描いているo56から58の3点は晩期後葉に分類される｡

59-66にかけては､いずれも単節LR縄文の上に平行する2条の結節縄文を重ねた晩期

の粗製土器であるQただし同一個体と思われる62から66にかけての5点は､重ねた縄文の

上からさらに貝殻で擦った痕を残しているのに対し､ 59から61の3点は貝殻による擦痕を

有していない｡

時代区分が行えなかった底部2点を含む67-72までの8点は､時期不明分としてこの項

に一括したo 67は内面がユビナデで整形され､無文の口唇部はわずかに外反しているo口

縁部にほ単節LR縄文を施すo赤味の軌､68ほ緩やかな小波状口縁に大きな癒を貼り付臥

その上から鋭い-ラ先で3本の刻み日を入れているo 69は摩消縄文による浅い沈線文を配

しているo上部の洗練ほ弧線の一部かと考えられるo 70ほ施文具で擦った上からタテ方向

に非常に浅い複数の沈線を施しているo 71はやや丸みを帯びた黒色摩研土器である.竹管

の背で撫でたような､ 1本の沈線文に2分された上部には複節縄文がみられる｡ 72ほ69と

同様に磨消縄文による浅い沈線文を配しているが､ 69よりは沈線がはっきりと措かれてい

るo 73と74は底部破片である｡ 73は底面に木葉痕がみられたが､樹種などについてほ特定

できなかったo 74では網代痕が確認でき､編み方は平織ではないかと考えられるo

2.小 結

以上の分析から今回資料化した土掛坤期前菜から晩期後菓まで幅広い時斯こ渡ること

が確認できた｡中期でほ馬南武などの北陸の影響がみられ､後期には佐渡独自で発達した

とされる貝殻粂痕文土器や関東の加曽利B武士界､堀之内式土器が顕著になるoこのうち

加曽利B I式の土器は県内において出土例が少なく､注目きれるものである｡晩期には搬

入された東北の大洞式の土器がみられ､当時は海岸線も近く､海を介しての交流があった

ことがうかがわれるo本遺跡ほ住居地と考えられる遺構も発見されており､人の居住があっ

たことが考えられ､舘2の道具といわれる石棒や石冠なども出土していることから､当時

の遺跡の中では中心的な役割を果たしたものと考えられる｡ (武部美恵子･長沢光穂)

5)榎田遺跡

はじめに

新潟大学考古学研究室では､ 1999年11月及び2002年6月･ 8月に佐渡踏査を行ない､そ

の際平兵-傭より両粋市榎田週跡の資料を寄贈していただいた.今回ほ寄贈資料と研究室

で表面採集した資料の-一部の資料化及び分析を行ったo

両削ぎ榎田週跡は加茂湖の東側､両韓市河略字榎田に位置しているoこの付近一帯は丘

陵地になっており､当時ほこの下まで海岸線が及んでいたものと思われる｡現在は水田と

畑になっている｡

今回資料化したものほ縄文土器片48点及び不明土器片2点の計50点であるo

- 29 -
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1.研究略史

榎田遺跡は､明治末年､現在の水尾神社の境内地にある畑地から石鍍2点､勾玉2点が

発見されたのに続き､ 1933 (昭和8)年に同神社を現在地に移築するための地ならし工事

の際､大量の土器･石器類が出土したため遺跡の存在が次第に明らかになった｡

出土品は縄文中期･後期の土器を中Jbとして､平安時代の土師器･須恵器と各種にわたっ

ている｡他に､石錬･石斧･石錘･石槌･砥石といった石器額や骨製釣り針､勾玉なども

ある(両津市誌編さん委員会1987)｡

なお､この遺跡ほ一応の調査はされているものの､正式な調査報告をみない.今後の調

査･研究がまたれるところである｡

2.遺物の分析(第13-17図)

A.深鉢

1
-23ほ深鉢の口縁部及び口綾部から胴部にかけて残存するものである0

1は突起付日録で､突起部下には上下2つの癌状貼付文が認められる.ロ縁部には無文

帯が巡り､胴部には網目状撚糸文が施される｡区画文は存在しない｡胴部の地文に網目状

撚糸文を施す例は､長岡市三十稲場遺跡出土資料中にも数点存在し､中期末葉から後期初

頭にかかる可能性が指摘されている(長岡市1992)0 2は平口経で､口縁部無文帯と胴部の

地文であるRL縄文を結節縄文で区画する｡口縁部無文帯には残存部｢ノ｣の字状の貼付文

が確認できるが､上部は破損しているため詳細は不明である｡三十相場式における深鉢B

群の古段階､後期前葉の2期(田中1989･田中･渡過1999)に相当するものと思われる｡

3･5は､いわゆる橋状把手をもつ深鉢で､三十相場式の深鉢A群に相当するものである｡

3ほ､口縁に対してやや斜行し中央がくぼむ穂状把手が取り付けられる｡胴部に細かいR

撚糸文が施されるが､ロ縁部無文帯との境には刻み隆帯などの区画は設けていないo把手

は2単位の可能性もある｡ 5は小波状口縁を呈するもので､日録部外面を除き内外面全体

に明瞭な貝殻粂痕文を施しているのが特徴的であるo把手は薄く板状で､片側のみくの字

に括れる｡隣接する把手と把手の捻ば中間に相当する胴部には､円形竹管による刺突文が

上下紅2つ施されているo 両者の橋状把手ほ共に貫通し､また口綾部も顕著な波状を呈さ

ないことから､三十稲場式古段階､後期前葉2期に比定される｡ 4は同じ深鉢A群に相当す

るが､把手は貫通していない｡やや摩滅が著しいため､胴部の地文は明らかでないが､口

綾部無文帯とは隆帯で区画されている｡貫通しない把手やS字･ 8字状の貼付文は深鉢A

群の中でも後出的とされ､三十相場式新段階一南三十稲場式のものと想定される｡なお､

7ほ深鉢の把手の部分であるが､逝S字状にひねりが加えられている｡南三重稲場式､後

期前葉3期に比定される｡ 6ほ三十稲場式深鉢B群に相当する｡口縁部無文帯と胴部の地

文であるRL縄文を刻み隆帯によって区画している｡口縁部中央には棒状･癌状の貼付文が

施され､それぞれ刻みが加えられている｡ロ縁部はやや内湾するが､これは会陣地方の地

域的特徴であるとも指摘されている(田中1989)o三十稲場式古段階､後期前葉2期に比定

される｡

-30
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第13図 榎田遺跡土器実測図1
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8 -17は貝殻条痕文を施すもので､今回寄贈していただいた資料の中では最も多くの割

合を占めている｡いずれも平口経と考えられ､口縁端部ははとんどが直立気味に外傾､ま

たはわずかに外反する｡多くは胴部全面に斜め(左上-右下)の貝殻粂痕文が施されるが､

17のように口縁部無文帯をもち､胴部の貝殻条痕文を横方向の沈線で区画するものもある｡

さらに､ 8
I 9
･10･16は外面のみでなく､内面にも貝殻条痕が残存しているo佐渡にお

いてほ､本遺跡の姪か縄文中期末の長老ヶ平遺跡(小木町) ･矢田ヶ瀬遺跡(新穂村) ･堂

ノ貝塚(金井町) ･埠ヶ崎神社裏遺跡(畑野町)･吉岡惣社裏遺跡(真野町)､後期初頭の垣

の内遺跡(新穂村) ･三宮貝塚(真野町)などに同様の貝殻条痕文をもつ粗製土器が見られ

るとされる(本間･計良1988)0 18･19は地文に撚糸文を用いるものである｡ 18は､ロ縁部

から胴部にかけて密なR撚糸文を施し､ロ縁端部は若干内湾する. 19はつながらないⅩ字

状の刻み隆帯をもち､胴部にほR撚糸文が施される｡同様の刻み隆帯をもつ例は､小千谷

市城之腰遺跡(新潟県教育委員会1991)や塩沢町原遺跡(塩沢町教育委員会1998)などに

見られ､三十稲場式深鉢B群の古段階､後期前葉2期に比定される｡ 20･21は地文に縄文が

用いられるもので､ 20は第一種の付加粂縄文が施される. 21は小突起状口縁を呈するもの

で､突起部軒こは円形の刺突が1点施されているo 22は､胴部地文は不明であるが口縁部無文

帯と胴部地文を区画すると考えられる半裁竹管の連続刺突文が認められる｡ 23は､突起状

口縁の突起部である｡突起先端部はわずかにくぼむ｡

26-39は深鉢の胴部及び頚部であるo 26は胴部全面に刻み状の沈線が施され､さらに楕

円状の沈線文が胴部中腹を巡る｡三十稲場式の最新段階､南三十相場式-の移行期に相当

するものと考えられるo 27-31は見殻粂痕文が施されるものであるo多くは､縦及び斜め

方向の貝殻条痕文が施されているが､ 29のように横方向のものもあるoまた､ 30は口縁部

無文帯と地文の貝殻条痕文を横方向の洗練で区画している｡沈線は先端に刻みを入れた工

具で施しており､ 17とよく似ることから､両者は同一固体の可能性があるo 32-35は地文

に撚糸文が用いられるものである｡この内､ 33は地文の細かいR撚糸文の上に､一部縦方

向の結節縄文が施されている｡三十稲場式深鉢B群の古段階においては､ロ縁部貼付文の

下部に縄文の結節部を縦回転させる施文がめだつ(田中1989)ということから､本例も同

様のものと考えられる｡ 34は単節LR縄文､ 35はR撚糸文が施される｡ 36･39は胴部に直

線状･弧状の集合洗練が施されるもので､ 39には一部縄文が充填されている｡沈線が多用

されるのは南三十和場式の特徴であるが､細い集合沈線で縦位展開の文様を措き､その間

に縄文を充填するものは南三十稲場式の新段階に位置づけられる(田中･渡過1999)o後期

前葉3期に比定される｡ 37･38は隆帯が施されるもので､ 37ほ胴部と口縁部無文帯を区画す

る隆帯の一部であると考えられる.両者共に三十稲場式の範噂に含まれる｡

43-50は深鉢の底部である｡底面の器厚が2 cm前後の､厚手で復元径14cm程の大型のも
のと､ 1cm前後の薄手で復元径5 -10cm程の中･小型のものがある｡ 48

･ 49は底部下方ま

で貝殻条痕文を施し､最下方をナデているo 43は内面にも貝殻条痕の痕跡が確認できるo

B.鉢

40はロ縁部が内債する波状口縁の鉢で､突起部先端には窪みがあり､表面には大小4つ

-
32 -
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第14図 榎田遺跡土器実測図2
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第15図 榎田遺跡土器実測図3
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第16図 榎田遺跡土器実測図4
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第17図 榎田遺跡土器実測図5

第12表 榎田遺跡土器観察表1

t~一十--:e'c'f'=''
事⊆⊆室⊆一⊇-

遮物

No,
券種外面 内面

胎土
焼成

色調外面

色洞内面

部位

凍存率
口径
慮径

･'rーヨ

糖厚
備考

A B C D E F G H

1 深鉢
口線和上端は無
文B直下は網日状
坊糸文

○ △ △ 良好
梗5YR6/6

灰拘5YR5/2
口一-胴

1/8周

20.8 19.4

1

波状口放で爽起
榔に上下ニつの

棉

E] 深鉢
口綾部無文帯と地
文のRL縄文を結 △ △ ○ ○ 普通

にぷい共棲
10YR7′3灰白

∩-胴 30.4 23.8
口練都銀文掛こ
貼付文が一郎耕
存節縄文で区画 10YR8′2 1/6周 1.1

3 深鉢 口綾部無文帯○楠
状把手○R撚糸

A ◎ A ○ 普通
棲5YR6/6
にぷい褐7.5Y尺5′4

口録部

1/6周

16.4 7.4

1.2

金蛮母少土合
むo楠状把手(斉

通する)

4 深鉢
口綾部無文帯ロ橋

A A △ ○ 普通 明黄褐10YR7′6 口録部
21.4 6.9 楠状把手(賞通し

状把手o陸帯 明黄碑10YR7′6 1/16周 0.9 ない)

5 深鉢

口縁部無文帯○橋
状把手0月殻条痕

貝殻条痕文
(ヨコ.左上ー △ △ A △ △ △ 良好

淡黄2.5Y8乃 口線部 24.6 4.6 波状口線○橋状
(ヨコ).一部円形
竹管による和実

右下)
浅黄棲10YR8/3 1/10周 0.7 把手(貫通する)

6 深鉢 口縁都無文帯○劇
み突帯.RL縄文

○ △ 良好
浅黄樺10YR8′3
浅黄梗10YR8/3

R縁部

1/6周

21.4 8.8

i.1

金雲母ごく少丑含
む

7 深鉢 △ △ △ △ 普通 浅黄樫10YR8/3
把手 6.i

1.1
金巽母少息含む

8 深鉢
月蝕条痕文 見放条痕の

△ △ A 不良
にぷい共棲10YR7/3 口線部 80 12.1

(左上一石下) ちナチ にぷい共棲10YR7/2 1伯周 1.1

9 探鉢
貝殻粂痕文(左上

一石下)P縁上
見赦免痕の

△ ㊨ ○ ○ 普通
にぷい渦7.5YR6/a 口縁部 26.2 10.1

端部ナデ
ちナア にぷい梗7.5YR6/4 1/20周 1.3

10 深鉢 口緑部無文帯
点数粂痕の

○ △ ㊨ 骨酒
灰白10YR8′2 口縁部 26.4 ll,1

胴部貝殻粂痕文 ちナア 灰自10YR8′1 1/27周 1.3

胎土凡例 A石英7 B長石･ C廊石･ D角閃石･ Eチャート･ F褐鉄鉱, G黒雲母, H梅錦骨針 (単位はc瓜)
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遣物
●
券種 外面 内面

脂土
焼成

色嗣外面

色関内面

部位

･rJ!さ(≡

口径
底径

療存商

器厚
備考

A ち C D E ど G H

ll 深鉢
貝殻粂痕文
(左上一着下)

△ △ △ △ 普通
にぷい黄棲
10YR7′2灰自
10YR8′2

口縁部

1/10周

29.6 9.1

1.2

12 深鉢
貝殻粂痕文(左上

-右下)口線上
端部ナデ

△ △ △ 普通
梗7.5YR6/6

棲7.5YR7/6
R縁部

1/9周

27 7

1

13 深鉢
貝殻粂痕文
(左上-右下)

△ △ ○ △ 普通
灰黄褐10YR6′2

灰黄褐10YR6′2
口綾部 3.6

1

14 深鉢 貝殻条痕文(棉) ⊂) ○ ○ 不良
にぷい褐7.5YR5/4
褐7.5YR4ノ4

R縁部 3.8

1.1

15 深鉢
貝殻粂痕文
(左上一着下)

A △ ○ A 良好
にぷい棲7.5Yーモ7/4

にぷい糞便10YR7/3
口綾部 4.1

1.2

16 深鉢
貝殻条痕文(左上

-右下.ヨコ)ロ
線上端部ナデ

貝殻粂痕の
ちナデ

○ ○ △ △ 普通
梗7.5YR6′6

にぷい褐

7.5YR5′4

口綾部
1/9周

18 6.3

1.1

17 深鉢

口織部無文帯と胴
部の貝殻粂痕文を
横方向の沈線で区
画する

○ △ 普通
にぷい稔7.5YR6/4
掩7.5YR6′6

口線部

1/12周

29.8 8

1.2

18 深鉢 R撫糸
工具によるナ
E)
フ~

△ △ △ 普通 にぷい兵権lOYR7′4
にぷい黄拘10YR5n

口綾部

1/12周

26.4 9.5

1

19 深鉢 日録部刻み突帯
胴部R撚糸

△ △ A 良好
にぷい黄痩10YR7′4

にぷい共棲10YR7′4
口綾部
1/14周

22.6 10

1.3

20 深鉢
口級都直下まで単
節LR縄文

△ △ △ 良好
槍7.5YR7′6

にぷい梗

7.5YR7/4

口綾部 7.1

0.9

21 深鉢 単節LR縄文 ○ △ △ 督通 にぷい共棲lOYR7n
にぷい棲7.5YR6ノ4

口陳部 7.2

1.2
突起付口線

22 深鉢
口練舶価文執政
下に半枚竹馴こよ
る刺爽文の区軒

△ △ △ △ 普油
にぷい発栂10YR7/2
にぷい顔栂lOYR7′3

ロ縁齢
4.6

1

23 深鉢
エ具によるナ
I_■

7~
○ △ ○ 骨通

枚7.5YR6′8
灰輿2.5Y6/2

口緑部 5.6

1.1 口簸突起部

24 不明 ○ △ ○ △ 督通
にぷい梗5YR7′4
梗5YR6/6

口橡部
1/6周

14.2 4.2

0.9

26 不明 A A △ A ○ 普通
にぷい稔7.5YR6′4

にぷい黄健10YR6′4
口綾部 2.4

0.9
金寮母少量含む

26 深鉢
連続刺衆文○一部
楕円状沈線

△ △ 普通
灰自2.5Y8′2

にぷい黄凌10YR7′2

胴部 4.8

0.8

27 深鉢
月教条痕
(タテのち左上-
右下)

○ △ 普通
梗5YR6′6
樫7.5YR6′6

胴部 9

1

28 深鉢 ヨコの風教粂痕文 ○ △ △ ○ 不良
にぷい共棲10YR7/4
浅黄樫10YR8′4

胴部 7

1.3

29 深鉢
左上-右下(一部
タテ)の貝殻条痕
文

△ △ △ △ 普通
灰自10YR8/2

灰自10YR8′1
胴部 6.7

1

30 深鉢
左上-右下の貝殻
粂痕o上部にヨコ

の沈線による区画

A △ 不良
にぷい梗7.6YR6/4

灰7.5Y5/1
胴部 4.9

1.4
17と同一固体か

31 深鉢 タテの貝殻粂痕文
エ具によるナ
-__I

7I

△ ○ △ △ 良好
健7.5YR7′6

浅発梗7.5YR8/6
胴部 8.6

1ユ

32 深鉢 R撚糸文 ナチ △ ○ 良好
樫7.5YR7′6

にぷい共棲lOYR7′4
胴部 12.1

1.8

33 深鉢
地文R撚糸ロー部
タテの結節縄文

○ △ A ○ 普通
にぷい東榎10YR7′4
にぷい稔

7.5YR6/4

胴部 12

1.2
金雲母多く含む

胎土凡例 A石英, B長石, C輝石, D角閃石, Eチャート, F相鉄鉱, G黒賀母, H海綿骨針 (単位はcm)
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第14表 榎田遺跡土器観察表3

遺物

No.
辞任 外面 内面

胎土
焼成

色調外面

色調内面

部位

･'茎JV+

口径
底径

･'一I,誉

器厚
備考

A a C D E F G H

34 深鉢 単車LR縄文 A ○ △ △ 良好
にぷい捷5YR6′4
にぷい梗5YR7′4

胴部 8.7

1.8

35 深鉢 R撚糸文 良好
浅黄棲7.5YR8′4
拘灰10YR4/1

胴部 7.8

1.2

3(∋ 深鉢 集合沈線 ◎ 普通
にぷい姪7.5YR7/4

##2.5YB/3
胴部 6.4

1.3

37 深鉢 隆帯 ○ △ △ △ 普通
梗7.5YR6′8
梗7.6YR6′6

胴部 5

1.3

38 深鉢 隆帯 △ △ 不良
呼灰黄2.5Y5/2
浅黄梗10YR8/3

頚部 4.2

1ユ

39 深鉢
口綾部無文帯
胴部集合沈農

◎ △■○ △ ㊨ 不良
にぷい費梗10YR7′4
浅黄2.6Y7′3

額部 4.4

1ユ
金雲母少丑含む

40 浅鉢

口録部沈線の後刺
一乗8肩部刻みのあ

る隆起線文○胴部 △ ○ △ ○ 普通
にぷい黄梗10YR7′4口-胴 24.4 12.9

波状ロ線o突起

部先端に寝み○
草餅LR縄文の後
連携する蕨手状の

沈農

梗7.5YR7′6 1/2周 0.9 先端から胴部に
向つて4つの刺突

41 蓋
単節LR縄文
渦巻状の沈線

○ △ △ △ △ 普通
梗7.5YR6′6
梗7.5YR6′6

縁辺部 6

1.4
金雲母少畳含む

42 塞
円形耕突文o沈線
文○三角形の刺突
文

△ △ △ 普通 にぷい黄褐10YR5/4
栓7.6YR6′6

縁辺部 3.1

1
金寮母少赴含む

43 深鉢 -部貝殻粂
痕文

A ○ △ △ 良好
梗2.5YR7′8
にぷい掩6YR7/4

底部

1/1周 9.2

6.8

1

44 深鉢 A ◎ A △ 良好
浅発捷10YR8/4
###10YR8/3

底部

1/1周 13.6

4.4

2.2

48 深鉢 ○ ○ △ 良好
梗2.5YR6/6
明栂灰7.5YR7/1

底部

1/7周 ll.6

2.8

1.1

46 深鉢 △ ㊨ △ A ○ 良好■
改発捷10YR8/4

洩共棲7.6YR8′6

底部

1/4周 9.6

3.6

1.1

47 深鉢 △ ◎ ○ 良好
樫5YR7′6
にぷい櫨7.5YR7/4

底部

1/4周 14.6

3.8

1.4

48 深鉢

貝殻粂痕文(左上

-右下)○最下端
部は条痕の壊ユビ
ナデ

△ ○ ⊂) 良好
梗2.5YR6/6
灰褐6YR6/2

底部

1/4周
5.2

6

0.8

49 深鉢

見殻条痕文(左上

-右下)D最下端
部は粂痕の後ユビ
ナデ

○ ○ △ △ 良好
樫7.5YR7′6

にぷい梗7,5YR7/4

底部

1/3周
13.8

3.3

1.5

SO 深鉢 △ ◎ △ 普通
にぷい発振10YR6′4
*7.5YR7/6

底部

1/2周 5.2

2.6

1

胎土凡例 A石英, B長石, C輝石, D角閃石, Eチャート, F相鉄鉱, G異質取 H瀬綿骨針 (単位はcm)
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の刺突が見られる｡そのうち､上から3つ目の刺突が最も深くなっている｡口綾部は沈線

を施した後に棒状の施文具による連続する刺突が見られる｡刺突は突起部を中心に斜めに

施されているoまた肩部には刻み目のある隆起線が､そして胴部には単節LR縄文地に蕨手

状の沈線文が施されている｡沈線文の受容には東北地方南部の綱取Ⅰ式や関東地方の称名

寺ⅠⅠ式などの影響も考えられており､阿賀野川流域に顕著であるという(田中1989)｡よく

似た文様構成をもつ土器は､長岡市岩野原遺跡でも出土している(長岡市1992)｡三十稲場

式の新段階､後期前葉2期に比定される｡

C.蓋

41･42は蓋であるo 41は地文の単節LR縄文を施したのち､縁辺部に沿って渦状の沈線を

配置している｡環状把手の剥落痕も確認できる｡縄文や撚糸文･網目状撚糸文が施され､

1対の小さな環状把手が付される例は阿賀野川下流域でめだっとされる(田中1989)｡三十

稲場式の古段階､後期前葉2期のものと想定される｡ 42ほ円形の刺突および沈線が施され

たのちに､全面を三角形の刺突文で覆っている｡やはり三十稲場式の古段階に相当するも

のと思われる｡

D.その他の土器

24･25はいずれも口綾部であるが､券種･時期は不明である｡ただし､ 24は外面が二次

的な被熱により赤く変色しているため製塩土器の可能性が､ 25は土師器の可能性がそれぞ

れ指摘できる｡

3.小 結

以上の分析から､今回寄贈していただいた榎田遺跡の資料の多くは､三十稲場式の古段

階-南三十稲場式の新段階､すなわち縄文時代後期前葉2期- 3期に相当するものである

ことが確認できたo佐渡において三十稲場式の土器が出土する主な遺跡は､本遺跡の他､

福浦遺跡(両津市)､垣之内通跡(新穂村)､三宮貝塚(畑野町)､浜田遺跡(真野町)､平

城遺跡(赤泊村)などが知られる｡この内､両津湾に面して位置するのは本遺跡と福浦逮

跡のみである｡両津湾は良港として知られ､現在でも多くの人や物資の集まる両津港が所

在する｡本遺跡出土の土器には会津地方や阿賀野川流域の特色をもつものも含まれている

ことから､当時から舟での人やモノの交流が活発であったことを想起させる｡

また､縄文中期末-後期初頭において､佐渡で特徴的に見られる貝殻条痕文の土器の存

在が顧著であることも確認できたo該期の貝殻粂痕文土器は､越後ではほとんど見られず､

山陰地方や能登半島で断片的に出土していることから､能登経由で佐渡に入ったものと想

定されている(本間･計良1988)｡能登経由で佐渡に入ったか､それとも佐渡から能登に伝

わったかははっきりしないが､越後ばかりでなく能登との交流も盛んであったことが窺い

知れるo

したがって､本遺跡では縄文時代中期末一後期前葉を中J仁山こ様々な地域との交流が認め

られ､それらの地域の文化を取り入れつつ独自の文化を発展させていたことを示す例とし

て､重要であるといえる｡ (小池勝典･土屋徹也)
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6 )畑野町三宮遺跡

はじめに

私たちが畑野町三宮遺跡で表面採集を行ったのは､ 2002年6月30日及び8月9日･ 10日

である｡その目的は､全国的に有名な佐渡の弥生時代玉作資料を収集することであった｡

今回ほ玉作間連資料以外の遺物も採集できた｡よって､併せて報告することにする｡

1.遺跡の位置

三宮遺跡ほ佐渡郡畑野町字深山に所在する｡遺跡ほ､国仲平野の中央を流れる国府川の

支流,J､倉川と､同じくその-支流である西側の沢との間にほさまれた段丘が､大きく国仲

平野に突出した先端近くに位置している｡現在では北側に広い水田地帯が広がっており､

水田面との高低差は約5 mであるo標高は海抜10m弱と推測され､現真野湾の汀線までの

直線距離は約2.5kmであるo現状は畑と水田になっている｡当地にほ縄文時代後期の遺跡と

して著名な三宮貝塚も所在している｡ただし､今回遺物を採集した地点は村社三宮神社の

裏手の畑であり､境内内に見られる貝散布地帯とほ少し地点が異なっている｡

2.研究史

『新潟県遺跡地図』では､三宮神社境内の三宮貝塚と神社裏手の三宮遺跡とは区別して

登録されているが､両者は至近の距離に存在する｡また､遺跡地図によれば､昭和54年度

までに､三宮遺跡では土師器･須恵希が採集されており､三宮貝塚からほ縄文時代の石器･

土器の他に弥生土器や須恵器が出土しているとされる(新潟県教育委員会1980)｡これらの

ことから､弥生時代以降､二つの遣跡は一連のものであったと考えられる.そのため､こ

こでは三宮遺跡だけでなく､三宮貝塚の研究についても述べていくことにしたい｡なお､

三宮貝塚の縄文時代の遺構及び遺物の研究史については､別に記載があるので触れない｡

三宮貝塚は縄文時代中期末から晩期に亘る貝塚であり､大正時代から幾度か発掘調査が

行われてきたo そうした中で､縄文時代以外の遺物について初めて報告したのほ､昭和3

年に清野謙次博士により発表された｢佐渡郡畑野村三宮神社境内貝塚の発掘｣であった(清

野1928)｡これは前年の発掘成果を記載したものであったが､この中で､貝塚の上層から須

恵器と弥生土器が出土したことを述べている｡それらについての詳細な記録は無いが､こ

こにおいて三宮貝塚から弥生土器及び須恵器が出土することが明確になった｡

その後､昭和35年になって､計良由桧･椎名仙阜の両氏によって､ 『佐渡博物館々報(第

5号)』に｢佐渡三宮貝塚の弥生式土器｣という報告がなされた(計良･椎名1960)｡その

内容は､計良民が三宮神社拝殿の後方から､それまで佐渡で発見されていたものとほ異なっ

た弥生土器を採集したというものであった｡三宮神社拝殿後方は､三宮遺跡である｡報告

には､ ｢当貝塚採集土器は､佐渡では古式の弥生土器軒こ属するものであることから､縄文時

代晩期から弥生後期の間を満たす新資料であり､更に縄文式土券との接触を考える上の貴
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重な土器と言わねばならない｡｣と記され､その意義を強調している｡ちなみに､その土器

に関しては､ ｢数条の平行沈線があって､沈線間の任意に区切った範囲のみは縄文が磨消さ

れている｣と記述されている.こうした手法を持つことから､それは弥生時代中期前半に

位置付けられようo計良･椎名氏の報告当時に弥生時代後期とされていた中期後半の竹ノ

花式に先行する｡

また､ 『新潟県遺跡地図』には､昭和54年度までに､三宮遺跡で管玉･砥石･石鋸が採集

されていたことが記載されている｡これによって､三宮遺跡が玉作遺跡であることが知ら

れるようになった.この他にほ､先にも触れたように､平安時代の須恵器等が採集されて

いるo

3.石器の分析(第18図･19図)

･石鉄(1､ 2)

共に凸基有茎錐である｡ 1の断面形状は菱形で､稜線はあまり明瞭ではない｡ 2はⅠⅠ

面の*J山部が大きく凹んでいる.

･石錐(3)

鉄石英製で､刃部が欠損している｡縄文時代のものと思われる｡

･R剥片(4､ 5)

2点をR剥片としたoどちらもリタッチが入っているo 4はⅠⅠ面が両極打法により作

出されており､左側面には若干の調整が見られるoまた上部が切断された痕跡もある.

5も4と同様に切断面が見られる｡

･挟入石器(6)

1点を挟入石器とした｡半分はど原横面を留めている｡

･尖現状石界(ナイフ状石器) (7)

背の部分に急角度の調整が施され､一部に刃部を持っている｡旧石器時代のナイフ型

石器とも考えられるが､本遺跡は縄文時代以降のものであるため､その確率は低いと

思われる｡

･調整剥片(8)

鉄石英製の剥片が採集されているが､玉作関連かどうかは不明である｡

･錐形石器(9)

1点を錐形石器とした｡

･細石刃か(10､ ll)

細石刃の可能性のあるものが2点採集されている｡ 10の鉄石英製のものは11に比べ反

りが弓負い｡

･石製晶(12､ 13)

2点とも券種不明の石製晶である｡ 12は頭部と下部の曲線を措いている面とに擦痕が

見られ､両側面が欠損している｡

･管玉未製品(14-17)
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第15表 三宮遺跡石器観察表
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ま監物
No.

穂別 石材 &S(cm) 幡(cn) 厚さ(c柾l) 蕊さ(g) 欠規部位 備考

1 石触 ri岩 2.7 1.0 6.0 1.29 完形 凸基有毒轍

2 石鍬 玉髄 2.9 1.86 6.0 1.61 凸基有豊艶未成晶

8 石錐 鉄石英 乱72 2.66 0.75 8.82 刃部 右刃

4 R剥片 鉄石英 2.8 3.3 0.9 8.48 切断面あり

6 R剥片 珪質文岩 2.96 2.66 1.16 6.79 切断面あり

6 扶入石鮮 珪質巽岩 2.66 6.0 1.7 21.8 未成晶

7 尖頭状石器 珪質武智 2.08 1.85 0.4 1.44

8 鯛盤剥片 鉄石英 1.96 2.6 0.6 2.76

9 錐型石津 玉髄 6.9 3.96 1.4 29.86

10 細石刃? 鉄石英 1,7 0.6 0ユ5 0.ll

ll 細石刃? 静玉 1.65 0.96 0.2 0.23

12 (不明) 粕棟岩 1.86 2.8 0.6 2.47 未成晶

18 (不明) 勢玉 1.86 2.15 0.96 ?A6

14 管玉未成晶 鉄石英 3.3 1.36 1.3 6.87 兼成晶

16 管玉東成鹿 鉄石英 盟.84 0.96 0.78 2.46 未成晶

1(∋ 管玉東成晶 替玉 1.7 1.25 1.0 2.6 未成晶

17 管玉未成晶 鉄石英 2.2 1.16 0.9 8.2 未成晶

18 磨石 耳岩 6.08 6.76 3.66 150.1

19 砥石 凝灰岩 9.1 8.9 盟.7 120.18

ー 43 -



新潟大学考古学研究室2002年佐渡調査報告

第16表 三宮遺跡土器観察表

王政物

No.
器穫 外面 内面

胎土
焼成

色調外面

色調内面

部位

･l一宇A.色

口径
底径

残存商

新原
備考

A ち C D E ど

1 餐 ヨコナデ ヨコナデ △ △ ◎ 良好
浅黄7.5YR8/6

*#7.6YR8/6

口j陳鄭 2.6

0.8
内外面共に煤が付着

2 塞 ナデ ナデ △ ⊂) A A 普通
にぷい黄権10YR7/4
にぷい費櫨10YR7/4

底部

1/4周 6

2.4

1.5
内面の磨滅が著しい

3 器台 ヨコナデ △ ○ 不良
枚6YR6/8

&5YR6/a

脚部 3.2

1.2

4 高杯 △ 普通
黄健10YR8/6

黄撞10YR8伯

脚部 2

1.8
金雲母を僅かに含む

5 高坪 ○ △
.△
不良 稔6YR6/6

脚部 2A

1.5
内面の磨滅が著しい

胎土凡例 A石英, B長石, C輝石, D角閃石, Eチャート, F褐鉄鉱 (単位はcm)

≠1＼退転グ2 /n3/悔./rd
O 8cm
し_______良

案20国 王宮遺跡土器実測図

4点とも管玉製作工程の角柱状剥片またほ側稜調整剤片と思われる｡佐渡玉作遺跡に

共通する新穂技法の第三工程に属すると思われるが､その工程の特徴である施滞に伴

う擦切溝がいずれにも見られないことから､本過跡における玉作が新穂技法にのっ

とって行われていたかをこれら4点から判断することは困難であるo

･磨石(18)

Ⅰ両全体に左上から右下方向-の線条痕が多く見られ､ ⅠⅠ面の上部にも線条痕が見ら

れるo ちょうど拳大の大きさで､古墳時代以降､場合によってほ舌代のものと考えら

れる｡

･砥石(19)

砥而が2面で､長軸方向右側面に浅い線条痕が多く見られる｡玉砥石とは形態を異に

しており､古代のものと思われる｡

4.土器の分析(第20匡Ⅰ)

三宮遺跡で採集した土器は､土師器の破片12点であるo今回の報告に当たっては､その

内の5点を図示することにした｡ 1ほ換口緑葉のロ縁部である｡ 2は壷の底部であり､内

面を観察すると､底部と胴部のつなぎめをナデているのが観察できる0 3は器台の脚部で､

｢-｣の字に開く｡ 4は高杯の脚部で､一見透かし孔をもつようにみえるが､本来ここに

は杯部の捻ぞが充填されていたようである｡ 5も高杯の脚部であり､杯部と連結する部分

である｡形態からすると､これらは全て､佐渡の弥生時代後期の土器である可能性が高い

であろうo

5.小 結

以上､個々の遺物についてみてきたが､ここでそれらについてまとめてみよう｡
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今回私たちが調査の目的とした玉作関連資料に関しては管玉未製品4点が得られた｡三

宮遺跡ではこれまでにも玉作資料が採集されているが､これらに新穂技法が用いられてい

るのかどうかを確認する必要があるだろう｡

その他に得られた資料ほ､縄文時代から古代にかけてのものと思われる各種石器と､古

墳時代前期に属すると考えられる土器であった｡これらの中では､ 7の尖頭器状石器(ナ

イフ状石器)と10･11の｢細石刃様のもの｣が注目されるo もしこれらが旧石器時代に遡

るものであるならば､佐渡の歴史の始まりを語る上で､数少ない貴重な資料となるだろう｡

(瀬川絵里･渡辺武文)

7)赤泊村柳沢遺跡

はじめに

柳沢遺跡は､佐渡郡赤泊村大字柳沢に存在する古代の製塩遺跡である｡中位段丘を割っ

て流出する柳沢川の海浜部にある小規模扇状地西側に立地するo

製塩とは､自然界から塩を栽塩し精製することを言うが､基本的には原始から古代にか

けては土器を､中世以降は鉄釜を利用するという変遷をたどる(高橋1999)｡古来より､塩

と鉄は卿各的意義が大きかったようで､古代佐渡で生産される塩ほ､律令国家の東北侵略

を支える物として､重要な意味をもっていたことが『日本紀略』の記述5)bゝらうかがえる.

今回は､その塩を生産していた柳沢遺跡の表採資料に分析を加える｡

1.研究略史

日本における土器製塩研究ほ､ 1953年に香川県香川郡直島町喜兵衛島遺跡群で､近藤義

郎民らの発掘調査団が製塩土器を発見したことに始まる(近藤1984)｡以来､全国的に研究

がなされるようになり､ 1994年には全国各地の土器製塩研究が集成された(1994近藤)｡新

潟県では､ 1957年に南佐渡の総合調査で製塩土器が発見され(本間1985)､その後､発見例

の多さから､佐渡を中心に研究が進んだ6)0 1980年代には､開発に伴う大規模な発掘調査の

増加により､新潟県の本州側(越後)でも製塩土器の発見が相次いだ｡ 1969年の新潟市出

山遺跡発掘調査をはじめとして､刈羽村刈羽大平遺跡､新潟市大薮遺跡､糸魚川市立ノ内

通跡などの発掘調査で資料が徐々に増加し､県内の製塩遺跡の集成もなされた(高橋1988

a)0 1988年軒こは高橋保氏により県内の製塩土器の変遷が示され､時期的に2段階に分類さ

れた7)(高橋1988b)｡坂井秀弥氏は古代手工業生産の観点から､律令国家政策に基づく須恵

器･鉄･塩生産を論じ(坂井1989a)､更に律令期以降の塩生産の変容と､それに関連した

新潟平野の地形環境や舌代社会の変化を想定している(坂井1992)01999年に高橋氏ほ､こ

れまでの研究をまとめ､佐渡･粟島を含む新潟県内の製塩土器分布状態を明らかにし､佐

渡の製塩土器については､ 8-10世紀の年代を与えている(高橋1999)｡しかしながら､現

在､製塩土器の年代･系譜･用途等の詳細は解明されておらず､佐渡および新潟県内の製

塩土器全体を把握するには､資料の増加を待たねばならない状態であるo
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2.遺物の分析(第21図)

採集されたのは､製塩土器片多数､土師器片1点､須恵器片3点である｡そのうち､製

塩土器については､資料化が可能だったもの8点のみを分析対象とした｡

1-4は製塩土器の口縁部であるo外面にはほとんど調整がなされておらず､内面にわ

ずかにナデの痕跡がみとめられる｡ 2の口唇部に指頭圧痕が見られるが､口唇部にほ全体

的にエビナデがなされているようである. 5-7は製塩土器の底部である. 5の外面にほ

指頭圧痕が7の底部外面には管状の圧痕が各々見られる. 1
-7の形状から､おそらく器

形ほ一般的な平底のバケツ形になると想定される. 8は製塩土器の脚台(券台､支脚)の

破片である｡中空であることは確かだが､器形の復元までは至らない0

収集した製塩土器は､全体的に砂粒を多く含み､よく焼けているため､脆くて剥離しや

すい状態であるが､特に底部と脚台に関してほ剥離が著しく不明確な部分が多い｡また､

小破片であるため､復元径に不安を残す｡

9は土師器の審の口縁部から額部にかけての破片である｡内面ほ-ケメの後､横方向の

ナデがなされ､外面ほ口唇部にエビナデの痕がみられるものの､それ以外の調整はなされ

ていないo また製塩土器に比べ器壁が薄く､日録部が｢く｣の字状に外反しているという

特徴からも､この遺物ほいわゆる佐渡型嚢8)であろう｡

10は須恵器の有台杯の底部である｡胎土に白色小粒子を多く含み精良であることから､

小泊窯系のものであろうo左回転のロクロ成形の後､回転-ラ切りを施し､高台を貼り付

けている｡高台は外端接地であり､端部に凹線状のくぼみをもつ｡ 11ほ須恵器甑の休部片

である.外面が格子の叩き目で､内面は同心円文の当て具の後ナデているo これも､ PPき

目や胎土からみて小泊系であろう｡この遺物は聾である可能性もあるが､小泊窯跡群では

内面の当て具痕をナデ消して調整している襲ははとんど見られない(坂井他1991)ことか

ら､甑と考えたものである｡

12は須恵器の瓶の肩部である｡残存部分が少ないため器形の復元は難しいが､肩の張り

具合からおそらく長額瓶であろう.左回転のロクロ成形である.

これらのうち､ある程度時期を推定できるのほ､須恵器の有台杯である｡この有台杯が

小泊窯跡群産であるとして､年代を推定するために窯跡の特定を行ったところ､次のこと

が明らかになった｡まず､小泊窯跡群の中で｢高台が外端接地｣で｢高台端部に凹線状の

くぼみを有する｣という特徴をもつ有台杯が出土している窯ほ､カメ畑2号･ 3号窯跡に

限られる9)｡更に有台杯を多く出土する窯はカメ畑2号窯である(春日1991)｡従って10の

有台杯はカメ畑2号窯跡で生産された可能性が高いといえる｡

同様にして､ 11の須恵幕甑を生産した窯跡の特定を行った｡小泊窯跡群では､外面に格

子又は平行叩き､内面に放射状又は同心円状の当て具痕を使用した須恵器が概して多いた

め､叩打原体からの窯跡の特定は不可能であったo しかし､甑が検出されたのは江ノ下窯

跡のみである(坂井他1991)ため､ 11は江ノ下窯跡で製作された可能性を有する｡尚､瓶

についても窯跡の特定を試みたが､はとんどすべての窯跡で瓶が出土しており､各窯跡間

での瓶の形態差もあまりなかったため､窯跡を特定することはできなかった｡
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遭物
No.
種別 器形 外面 内面

脂土
焼成

色調外面

色調内面
部位
:■芋-さち

口径
底径

こ与≡一

暴圧
備考A ら C D E ド

1 袈塩土器 輪頼み痕 ナデ ○ ○ ◎ ◎ 良好
淡赤庵2.5YR7′4

灰白5YR8/2
口線部
1′20周

22 3.1

0.8
平底形の丑塩土器か

2 E] エビナデ ○ △ ○ ◎ 良好
栓7.5Ⅷ7′6

栓5YR6/6
口録部
1′14周

釣18 2.3
1.4

内面口鹿部付近およ

ぴ口唇部に指寮圧痕

3 E] 輪積み痕 ナデ △ ○ ㊨ ◎ 良好
灰白7.5YR8′2

にぷい梗5YR8′2
口綾部
1′10周

16.9
4

a
平底形の製塩土寒か

4 E] 輪横み痕 ナデ △ ○ △ ◎ ○ 良好
赤褐5YR4′6
赤禍5YR4/8

口綾部
1/15周

約12 2.6

0.8

断面に専横み痕がみ

られる

5 E] 平底形 エビオサエ ナデ △ ○ ○ ㊨ △ 良好
櫨5YR6′8

棲5YR6/6
底部

1′10周
約14

1.2

1.5

断面に韓凍み痕がみ
られる○外面底部付近

にユビオサエ

6 E] 平底形 ハヶメ ○ ㊨ ○ 良好
明赤穐5YR5/8
明赤褐2.5YR5′8

底部
1′20周 20以上

2.2

1.9
内面にわずかにハケメ

7 // 平底形 ナデ? △ △ ㊨ ○ 良好
明赤範5YR5/5
栓5YR6′6

底部

1′17周 149

1.5

(底)1.2
底部に管状の圧痕

8 E] 脚台 ○ ○ 良好
にぷい黄梗
10YR7/3

淡橡5YR8′4
軍部? 不明

2.5

1.5

剥離が著しい○天地.
経ともに不明確

9 土師辞 ♯ エビオサエ 横ハケメ ◎ ○ ○ ㊨ 良好
にぷい櫨

7.5YR6/4
にぷい櫨5YR7′4

口録部
1′30周

20以上

3.1

0.4

佐渡型艶口唇部内
外面にユビナデ.外面

頭部にエビオサエ

10 菖音望…書有台秤 ロクロナチ ログロナデ △ ◎ △ 竪赦 灰10Y6′4
底部

1/7周
8.2

1.7

0.4

ロクロ左回転○回転-
ラキワ復高台粘り付
け句高台外債接地

ll E] 甑 格子PPき
同心円文当

て典後口クロ
ナデ

A ㊨ △ 普通
魚褐2.5YTu/1

灰5Y4/1
胴部 不明

4.5

0.7

内面は同心円文の当

て具の後､ロタロで欝
渡し当て具痕を消す申

亜である可能性もある

12 E] 手取 ロクロナチ ロタロナデ △ ○ ○ ○ △ 堅撤
灰N6′

灰7.5Y5′5
肩部
1′10周

12.2
4.6

0.7
ロクロ左回転○長額窺
か

胎土凡例 A石英, B長石, C碑石, D角閃孔 Eチャート, F相鉄鉱

ん~-~

--ニ‥-:=7_て
_~~

≠=r
h

≡童≡凄

(単位はcn)

～

/

＼毒享享享童≡妻妻′10

(1-10,12 S-1/4)

写 --- Tcm
BCm

(11のみS-1/2)

第21図 柳沢遺跡土器実測図
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有台杯･甑･瓶というこれら3種の須恵器の組み合わせが検出される窯跡は､江ノ下窯

跡のみである｡しかし､有台杯の形態はカメ畑窯跡のものと考えられることから､この3

点の遺物は同時期のものではなさそうである｡カメ畑窯跡の操業時期が9世紀第3四半世

紀(川村2002)､江ノ下窯が10世紀第1四半世紀(春日1991､坂井1991など)であるとする

と､柳沢遺跡は9世紀第3四半世紀-10世紀第1四半世紀頃に営まれたと想定される｡

佐渡の製塩遺跡は一般に､ 8世紀-10世紀代に営まれたとされている(高橋1999)oまた､

新潟県内の製塩土器編年(坂井1994)では､平底･バケツ形の特徴をもつ製塩土器は第2

段階に属し､ 9世紀後半-10世紀の年代が与えられているo更に､佐渡では平安期にはロ

タロ成形の土師器賓は皆無であり､すべて非ロクロ成形の佐渡型蛮が使用されていたと考

えられている(坂井1989b)o これらのことも､柳沢遺跡の年代に矛盾はなく､より確かな

ものにするといえるであろう｡

3.小 結

以上､採集した遺物の紹介をするとともに､遺跡の年代の考察を行い､およそ9世紀第

3四半世紀-10世紀第1四半世紀の時期に柳沢遺跡が営まれたと想定したo資料の制約か

ら製塩土器についての考察までは至らなかったが､詳細な調査例の少ない佐渡の製塩遺跡

に､ある程度有効な資料を提示することができたと思うo近年､佐渡の製塩遺跡は煙波が

進んでおり､特に外海府の方では経とんど遺物が回収できない状況になっている｡残って

いる遺跡の詳細な調査が早急になされ､製塩遺跡の資料が増えることを期待する｡

(高橋明公子･田辺菜絡莫)

まとめ

小木町長者ヶ平遺跡では､主に中期前葉から中葉にかけての土器小破片を紹介したo半

裁竹管による半隆起線文や連続爪形文を主とし､一部格子目文を施す北陸新保･新崎武士

券とへラ措き沈線文を主とする在地の藤塚式土器が主要なものである｡中には信濃川中流

域の王冠形土器ともみられるものを含む｡既発掘資料中に火炎塾土器･王冠形土器があり､

その可能性はありうるo 同遺跡では､管見ながら過去に発見されていなかった縄文前期､

黒浜式併行の土器(第2図1)が1点ではあるが確認された点ほ重視される｡縄の特徴や

紡推を含む点などから判断した｡

また､同遺跡では､石錐の各段階の製作工程晶(｢未製品｣)と石核･剥片･砕片が大量

に出土しており､石器製作の場であったことがうかがわれる｡このうち､石錐｢未製品｣

ほ捻とんどが失敗晶であることが指摘されたo石錬の石材は玉髄47%､黒曜石290/.､鉄石

英12%､頁岩･チャート各6%と､地元石材の多用が目立つ｡また､黒曜石の利用率が他

に比して高い｡黒曜石製石銭のうち､透明度の高い霧ヶ峰産と推定されるものは､剥片･

砕片類が認められないことから製品というかたちで長者ヶ平遺跡に持ち込まれたものと判

断される｡あるいは､島外で製作され､製品として海を渡ったか､島内の他の遺跡で製作

され､長者ヶ平遺跡にもたらされたと想定される｡
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搬入石材としてほ､他に同遺跡の蛇紋岩製の磨製石斧､滑石製の磨製石斧などがあげら

れるo三宮貝塚採集の老翠製大味の在り方などからも糸魚川･姫川流域などからの搬入が

想定されるoこのうち､滑石製磨製石斧は未製品で､完成品(製品)としてではなく､原

石というかたちで搬入されたのであろう｡

なお､鉄石英製の細石刃様剥片を紹介したが､鉄石英を用いた細石刃は鹿児島県知覧町

登立遺跡に類例がある｡長老ヶ平遺跡では過去にナイフ形石器や有舌尖頭器が出土してお

り､細石刃の可能性も捨てきれないものの､確実ではない｡

続いて､金井町堂ノ貝塚では､ 4号人骨共伴土器とされるものを紹介した｡既報告記載

の第13囲のものと今回報告する深鉢3が口径･器高ともに数値が一致しないものの､底部

に穿孔の可能性があることから埋壌として使用されていたものと考えられ､同-個体とみ

たいo土器は北陸新保･新崎式の系譜を引くものであるが､口録部文様帯における隆帯の

貼り付けなど趣の異なる部分もあり､一部佐渡で変容･在地化したものとみられる.

6号人骨に伴って発見されたイタチザメの歯利用の垂飾(土肥1982)は歯茎に3孔の穿

孔があり､叛例は南西諸島･沖縄に多いoこのことから南西諸島出身者が海流に乗って漂

着したか､あるいは佐渡島との遠隔地交易があった可能性もある｡垂飾出土の6号人骨と

他の人骨との形質的な適いの検討なども注目される｡

また､ 6号人骨副葬の石錬13本ほ､いずれも刃こぼれの無い未使用の石鍍で､副葬用に

特別に銚えたものと推定されるo
-部の鉄石英を除く石材の多くほ｢蛋白石｣とされるも

のであるoいずれも島内産の石材を使用しているものと考えられる｡ちなみに､この中に

黒曜石製の石紡が食まれない点は注目されるo堂ノ貝塚での表面採集では島内産の黒曜石

の剥片･砕片が認められる｡

羽茂町番匠屋敷過跡では､中期後薬から後期前菜の貝殻粂痕文の粗製深鉢を多く認めたo

また､第8図-8のような後期前葉の三十稲場式の蓋や､ 9のような特徴的な横位の刺突

文をもつ三十稲場式の深鉢も発見した｡このうち､蓋の橋状把手はS字状化し､新しい傾

向がうかがえる｡三十稲場式の古段階から新段階にかけてのものであろう｡

一方､石器剥片と石器が大量に採集された.このうち石器素材は玉髄(塙璃)を主とし

ており､石器4点､剥片42点､重畳294.7gで総重量の65.70/.を占めるo続いて鉄石英が剥

片11点､重畳100.9gで､総重量の22.6%､さらに珪質京岩が石器3点､剥片3点の重量19.7

gで総重量の8･6%であるoそれに対して黒曜石は石掛剥片ともに1点の重量5.5gで先の

長者ヶ平遺跡の在り方と大きく異なる｡これは､遺跡の個性差かそれとも時期差を反映し

ているのであろうか｡島内では黒曜石の原産地により近い番匠屋敷遺跡の方が逝に黒曜石

の利用が少ないのであるo

そこで､今回採集した鼎曜石の産地同定を試みた｡佐渡での黒曜石利用としては､小木

半島南部の小木町長者ヶ平過跡､其野滞奥部沿岸の其野町膏岡惣社裏遺跡､国仲平野の金

井町二反田適跡などで過去に分析が行われている(薬科他1988)oそれによると､前期終末

-中期中葉ないし後実の同じ小木半島の遺跡で膏岡惣社裏遺跡では､星ヶ塔産が約4分の

3､その他和田峠産､月山産､板山鹿がはぼ等量確認されている.一方､長者ヶ平遺跡で
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書阿惣社其

(前期終末一中期中東)

Ⅰ類(狭域石材)

喝佐渡;:;:.:::'板山

長者ケ平

(前期終末一中期複葉)

I[類(広域石材)

J-I.月山 撃壌ヶ峰}.･5.;.:d5雲喜星ヶ塔一和田峠

算23園 長者ヶ平遺跡出土の黒曜石遺物 第24図 集曜石産地と対象遺跡

の産地別使用比率

(付編､小村2003を基に作図)

団玉髄
国黒曜石

覇鉄石英
買チャート

問責岩

1 :長者ヶ平遺跡､ 2 :吉岡惣社襲退助､
3 :ニ反田遺跡

1%16%

国玉髄
Bil鉄石英

国珪賓貢岩
田黒曜石

囲貢岩
口不明

第25図 長者ヶ平遺跡出土石鋲の石材別 第26図 蓄匠屋敷遺跡出土石器石材の

使用比率 使用比率

は全く異なって芽ケ峰産が半数以上､在地佐渡産が4分の1弱､その他和田峠産と不明産

地がそれぞれ8分の1近くある｡大局的には信州系の黒曜石が搬入されているという点で

共通性があるが､地元産地のものの使用･未使用という点で違いがある｡それは島内でも

佐和田の産地に近いか否かの差とも考えられるが､遠隔地の島外からの供給を考えれば大

した問題ではない｡長者ヶ平遺跡の産地不明の黒曜石石材がどこから来ているかが問題で

ある｡

次に､二反田遺跡であるが､はとんど90パーセントが在地の佐渡産ということで､在地

産地に最も近捺している事情によるものとも理解できる｡あるいは時期的変化として､中
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期から後･晩期にかけて黒曜石石材の需給に変化が起きたとも考えられる｡そこで､対岸

の越後側の角田山麓の状況を見てみると､前期末-中期前葉段階での常連跡で星ヶ塔産を

はじめとする遠隔地のものが供給される一方で､中期前葉新段階から後･晩期には在地板

山産の近距離からも黒曜石石材がもたらされるようになったことがうかがえる｡ただし､

級-晩期の巻町御井戸遺跡では九州の淀姫･北海道の赤井川など遠隔地の石材も見られる

点は注意されるo

今回の分析では､付編にあるように､長者ヶ平遺跡･番匠屋敷遺跡･堂ノ貝塚･三宮貝

塚などから出土した黒曜石の分析から､長老ヶ平遺跡では信州､諏訪星ヶ台群のものを中

心に､地元金井ニッ坂群､佐和田町案光寺群産のものが確認された.一方､番匠屋敷遺跡

では諏訪星ヶ台群と金井ニッ坂群の可能性のあるものが認められた｡堂ノ貝塚では地元､

金井ニッ坂群の可能性のあるものが指摘されたo三宮貝塚では新津の金津群というデータ

が出た｡このことから､中期を中心とした拠点集落である長者ヶ平遺跡の遠距離交易がう

かがえる｡それに対し､後期前葉を中心とする番匠屋敷遺跡の場合ほ在地と遠隔地の両者

が認められ､中期から晩期の三宮貝塚の場合､中距離交易がみられる0

畑野町三宮貝塚では､縄文中期前葉-晩期後菓までの長期にわたる土器を確認できた｡

中期中葉では金井町堂ノ貝塚や小木町長者ヶ平遺跡などに続いて馬高式の火炎土器関連の

資料が得られた｡第10囲3は北陸系の縄文施文を持つもので､ 9も北陸系の中期中葉の土

器であるo lOはキャリバー状の日録部に剣先文を施す東北大木系の土器であるo当遺跡で

も中期後薬-後期前葉にかけては､いわゆる藤塚式の貝殻粂痕文を有する粗製の深鉢が目

立つ｡後期では南開東からの影響が強く､堀之内式･加曽刑B式･曽谷式の各型式の土器

が見られる｡特に､加曽利B王式併行の土器は県内での確認例が稀少で注目される｡晩期

では､東北系の大洞BC式､ C l式､ C 2式､ A式の各種土器が確認された｡大洞C 2式

の第11園53の鉢に関しては､病例として緒立B遺跡出土例があげられるoただし､口縁部

文様帯が若干異なることが想定される｡佐渡郡金井町二反田遺跡にも見られる粗製深鉢も

出土している｡

ところで､第12図72は弥生中期前葉の筒型土器とも考えられるものである｡縄文後期の

土器の可能性もあるが､同遺跡からは過去に磨り消し縄文の施文をもつ弥生中期前葉の筒

型土器が出土している(計良･椎名1960)｡ただし､ ｢エ｣字状の文様を有するそれとは､

文様構成を異にする点で気掛かりである｡

両津市榎田遺跡では､後期前葉の三十稲場式古段階から南三十稲場式新段階の資料が得

られた｡両津湾に画する該期の数少ない例である｡第13図3は橋状把手のしっかりしたも

ので三十稲場式の古段階に相当し､把手は4単位でなく2単位の可能性もあるo第14図23

は後期前葉のいわゆる藤塚式に相当すると考えられる波状口経であるo三十稲場式併行の

第16図40は西の中韓式あたりの影響が見られる鉢形土器である｡沈線による逝S字状の横

位の連続施文が特徴的であるo 41 ･ 42のような三十稲場式土器に特徴的な童形土器も認め

られる｡特に前者と酷似する地文縄文の上に-ラ措き沈線文による善が巻町松都農遺跡で

出土している｡このような洗練文ほ新しい傾向とされる(前山1988)｡
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弥生玉作と考えられていた三宮玉作遺跡に関しては､採集資料からは積極的に弥生中期

玉作を証明する資料は得られなかった｡表採土器には弥生中期後半の土器と考えられるも

のは皆無で､管玉製作工程の角柱状剥片または側稜調整剥片の玉作未製品も弥生中期に特

徴的ないわゆる新穂技法の擦り切り技法に伴う施清の痕跡を留める資料は認められなかっ

たoちなみに､弥生後期後半の糸魚川市後生山遺跡の場合は､老翠の分割に施滞が見られ

るが､碧玉管玉には施溝の技術は入っていない｡また､三宮玉作遺跡では中期の穿孔具で

ある石針やその未製品も発見できなかった｡むしろ､土器の券種は加賀系の有段口縁の嚢､

大型高杯､小型器台等からなり､一方､口縁端部に面を持つ｢く｣の字状口縁のいわゆる

｢千種聾｣も見られなかったので､これらは弥生時代後期の土器で､三宮玉作遺跡は弥生

時代後期を主体とする玉作遺跡と推定されるようになったo立地的にも弥生中期と後期で

は異なる可能性がある｡すなわち､弥生中期は低地に立地し､後期は低台地に立地してい

るとも考えられる｡玉作の石材は､碧玉と鉄石英がある｡管玉未製品では碧玉と鉄石其の

比率が1 : 3であり､鉄石英があることから古墳時代のものとすることはできない｡鉄石

英は弥生中期段階に多用され､後期段階にも碧玉に対して客体的ながら使用されているこ

とが佐渡新穂村蔵王遺跡で確認されている(小川1998)｡なお､想定される製品の規格ほ､

鉄石英製の管玉が長さ2.2-3.3cm､径7 mm以下､碧玉製のそれが長さ1.7cm以下､径10mm以

下である｡

この数値と新潟県地域の弥生時代玉作遺跡出土管玉および同･前期古墳副葬品の管玉の

大きさを比較してみようo まず前期古墳副葬の碧玉管玉であるが､苫滴塚古墳の場合､ 1

点のみ長さ1.7cm前後のものを含むが､他は3-3.3cmと長く､三宮玉作遺跡のものと合致

しないo一方､三条市三王山11号墳の場合､長さ2.5-3.4cm､径8 -10mmの大型･太身の

2点を除くと､長さ0.6-1.9cm､径3mm前後と短小で､三宮玉作遺跡例で想定される仕上

がりの太さよりも細い可能性もあるものの､近似する｡この三王山11号墳の小型･細身の

一群は古墳出土管玉としては異例で､あるいは弥生時代の玉の伝製品の可能性が指摘され

ている(荒木1989､ p156
I 161)｡北陸地方の小型･細身の管玉に関しては､おおかた法仏

ⅠⅠ式-月影Ⅰ式前後の弥生後期から終末期(古墳時代初期)の中でとらえられている(荒

木1989)0

弥生玉作遺跡出土例でほ､後期の裏山遺跡例が完成品で長さ1 -1.6cm､径3
- 5皿と､

三宮玉作遺跡例に近い｡一方､中期の佐渡平田遺跡では碧玉(線色凝灰岩)製の完成品で

長さ0.9-1.47cm､径2.1-3mmと､より細身である｡また､鉄石英製では長さ1.27-1.48

cm､太さ2.4-2.6mmと､前者と剛-3:'同規格であるoそれと比較すると､三宮玉作遺跡例の

鉄石英製のものは側稜調整剥片段階のものであるが､長さ2.2-3.3cm､径7mm以下と長さ

が2倍近くある｡もっとも､平田遺跡例でも側稜調整剥片段階では長さ3.65cm､径6.5mmの

ものを含むo よって､単純に両者に大きな差を認めるわ捌こはいかない.その他､中期の

柏崎市下谷地遺跡の場合ほ､碧玉で長さ0.6-1.5cm､径2 -

3mⅦと短小､細身である｡そ

れに対し､.古墳時代前期の同市行塚遺跡では完成品で長さ1.72cm､径4.2mm､研摩工程段階

で長さ3.Ocm､径11.3mm､側硬調整剥片段階から研磨工程段階にかけてで長さ1,54-2.88cm､
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凡 例

◎三宮玉作通称(弥生後期一台現前期)

○行嘩遭鉢(古餌航軌襲玉増玉･倒壊劉盤工勧

▲ 趨王過跡(古墳前臥 同 )

■ 浜田浪跡e合繊取乱藩玉･管玉鹿終研磨工敬

○平田浪曲e弥生中軌碧玉･管玉僻故朝敵刀勤

◆平旺】遺跡(弥生中私費卦管ま最終研磨工程)

1()mm 径 10mm 径

第27図 三宮玉作遺跡採集碧玉･管玉･未製品と 第28匡l三宮玉作遺跡採集碧玉･管玉･未製品と

関連資料(1) 関連資料(2)

径5.0-ll.3mmと､長くかつ太くなるo同じく古墳時代前期､佐渡真野町浜田遺跡の碧玉製

管玉では､最終研磨工程の未製品で長さ1.37-2.02cm､径5.5-7.5mmとなるo さらに､古

墳時代前期とされる巻町越王遺跡の玉作未製品では､側面調整剥片段階の資料ながら､長

さ1.9-2.5cm､径9 -11mmで､やや長く太い傾向があるo以上から､三宮玉作遺跡例は少

なくとも古墳時代前期のものではなく､弥生後期のものとするのが妥当であろう.

なお､ここでも旧石器の可能性のある珪質頁岩製尖頭状石器(ナイフ状石器)と鉄石英

製･碧玉製の細石刃様のものが認められたが､確実ではないoちなみに､佐渡最古とされ

る小木町長者ヶ平遺跡出土杉久保型ナイフ形石器は､珪質頁岩製である｡

赤泊村柳沢遺跡では､製塩関係の資料を紹介したo断片的な資料でほあるが､製塩土器

8点､土師器1点､須恵器3点からなる｡製塩土器は平底､バケツ形の形態を呈し､新潟

県内製塩土器の第2段階に相当するo土師掛ま当該期の越後側と異なる非T=クロ成形の佐

渡型蛮である｡須恵器は有台杯･甑･瓶の3種の器種が確認された｡このうち､有台杯は

高台部の形態的特徴よりカメ畑窯跡のものと想定し､ 9世紀第3四半世紀､一方3種の器

種が揃う江ノ下窯の時期が10世紀第1四半世紀ということで､柳沢遺跡の操業期間を9世
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紀第3四半世紀-10世紀第1四半世紀の間と結論付けた｡土器片は1/10周以下の小破片で

法量は当てにならないが､口径12-22cm､底径14-20cm､器厚8-19mmという数字ほ8世紀

代のものと比して大きく､ 9世紀以降の新しい様相とすることができる｡底部の断面形態

は相川町送り崎遺跡や真野町背の沢古墳から出土したものに近い｡佐渡では50箇所を超え

る製塩遺跡が確認されているが､多くは外海府から二見半島西海岸にかけてと小木半島の

先端部から西海岸に集中している｡当資料は､小木半島東海岸では数少ない製塩遺跡出土

資料として資料的に貴重である｡

おわりに

今後も､佐渡をフィールドにした教育･研究を継続していければ幸いである｡調査･教

育成果は､このようなかたちで活字にして発表するばかりでなく､新潟大学旭町学術資料

展示室(愛称:あさひまち展示館)などを利用し､実物資料と併せて学外に公開していき

たいと思う｡また､ひいては地元､佐渡を会場にいつかそのような機会を設けるよう努力

したいo

末筆ながら､調査に当たっては､山本 仁･羽生令書･計良勝範･平 兵-､佐渡博物

館･相川町教育委員会･相川町郷土資料館･小木考古資料館の各氏･各機関のお世話になっ

た｡また､報告に際して､甘粕 健･荒川隆史･加藤 学･北村 亮･滞田 敦･寺崎裕

助･土肥 孝･土橋由理子･古滞妥史･前山精明･矢部英生･渡過裕之､ (財)新潟県埋蔵

文化財調査事業団､パレオ･ラボの各氏および各機関の協力を得たo記して深甚なる謝意

を表したい｡ (橋本博文)
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(註)

1'下小野式は五領ヶ台式併行に東関東で分布するとされたが､口縁部に文様を持つ例が

少なく､器面全体を縄文施文された土器が中心であったことから､東関東五領ヶ台式

の一部を構成するものと考えられ､大きく五領ヶ台式にまとめられている(大川他

1996)0

2' ｢海獣｣歯牙製三孔垂飾ほ､イタチザメの歯製であると欠部英夫氏よりご教示頂いた｡

v･4'金井町教育委員会･佐渡考古歴史学会1977 『堂の貝塚』金井町文化財調査報告

書第ⅠⅠ集 p.18､ p.20よりそれぞれ転載｡

5'延暦21 (802)年正月粂｢越後国の米一万六百科､佐渡の塩百二十斜を年ごとに出羽国

雄勝城に送る｡鏡兵の根となす｡｣

6' 1963年の二見半島の総合調査や､相川町送り崎遺跡の発掘調査などが挙げられる｡

7)第1段階ほ､棒状尖底土器から平底に転換した時期で､およそ8世紀代にあたる｡ -

方､第2段階は平底土器が継続するものの､法量的には口径50cm以上の大型のものか

ら小型のものまであり､ 9-10世紀の年代が与えられているo

非ロクp成形の土師器で､体部が長胴ではなく球形をなす佐渡特有の賓であるo外面

は口綾部が無調整､体部が縦方向の-ケメ､内面は横方向の-ケメ調整がなされる｡

口縁部が｢く｣の字状に外反し､器壁は薄く､砂粒を多く含むという特徴をもつ｡そ

の系譜は俄内にある(坂井1990)0

｢佐渡の須恵器｣ (坂井他1991)に掲載の須恵器と比較検討を行った｡
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